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面積・線長精密測定器の定番X-PLAN360が生れて10年が経ちまし

た。ながい間のご評判、ご愛用を感謝いたします。この度、コード

レス連続使用80時間の新機軸を加えるとともに、一段と性能を向上

させたニューモデルを発売いたします。精度、性能、耐久性を誇る

ウシカタの製品はご安心、ご納得してお使いいただけます。

！ ■面積・線長・周囲長＝同時測定
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エクスブランの精度について(測定誤差0.1%以内完全確保)X-PLAN360dI､X-PLAN360Cともに、

測定値のバラツキのないよう細心の注意をしております。製品には必ず検証ケージを添付しておりますので、一届ご安心してお

使いいただけます。

疲れないエクスプラン操作(偏心大型トレースレンズ）－座ったままで正確に測定できるトレースレンズを採用
するなど、測定者の疲労を軽減する機柵になっています。（特許取得済）

Gや織十コンピュータ接続、プリント記録、座標測定ができる上級機‘セムも皇t多tや

エクスブランBSDC
（さんろくまるシー）

■座標･面積･線長･辺長･半径=同時測定､任意出力

★図心･角度･三斜面積測定などができる活用ソフトを

ご希望の方に無償ご提供中(PCSB用）
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新たな緑化運動の
幕開けに望む

むらたやすお

村田泰夫△ 朝日新聞社論説委員

戦後50年の歩み

戦争が終わって，わが国に残されたのは，荒廃した国土であった。戦争中は戦

時物資の調達だとして，終戦直後は復興用資材の調達だとして，森林は大堂に伐

採された。こうして造林もされずに放置されたはげ山に緑を取り戻そうと，林業

団体が「森林愛護連盟」を結成，昭和25年には第1回の「全国植樹祭」が開かれ

た。「緑の羽根｣募金も同時にスタートした。そのときのスローガンが｢荒れた国

土に緑の晴れ着を」であった。

これが国民運動としての国土緑化運動の始まりといっていいだろう。

緑化運動の中心的な行事が全国植樹祭であった。第1回は山梨県甲府市で開か

れ，毎年春に各県持ち回りで続けられている。平成5年の沖縄県糸満市大会で全

国を一巡し，昨年，兵庫県村岡町で開かれた大会から二巡目にはいった。

この全国植樹祭のテーマをながめていると，わが国の森林をとりまく環境の変

化をうかがうことができる。昭和25年の第1回テーマは「荒廃地造林」であっ

た。まさに「荒れた国土に緑の晴れ着を」という当時の林業関係者の気概が感じ

られる。

戦後復興から高度成長期にかけて，木材需要が増えるにつれ，広葉樹を切り針

葉樹を植えていく「林種転換」とか「拡大造林」が叫ばれるようになった。昭和

30年の第6回大会で，はやくもそうしたテーマが登場する。高度経済成長が行き

詰まりをみせてくると「拡大造林」の言葉は消える。代わって登場した「環境」

が初めて大会のテーマになったのは，昭和46年の第22回大会だった。

最近の大会では、「緑と水」「豊かなくらし」「地球の未来｣といった言葉が並ぶ

ようになった。二巡目の最初の大会である昨年の第45回大会のテーマは｢森の緑

で心の豊かさを」であった。

昭和52年からは，森林の手入をする「全国育樹祭｣がスタートした。第1回大

会が大分県別府市で開かれて以来,各県持ち回りで毎年秋に実施され,第19回大

会となる今年は滋賀県今津町で開かれる。森林の公益的な機能を発揮させるには，

一苫四一一力蝿』r晩師TRW雨史j側｡』輌常止蝋…厩汽'一0－一・．･鐸…－勇一．…凸ー諺.年．~~
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植樹したあとの下草刈りや枝打ち，間伐などの手入れが欠かせない。その重要性

をアピールするうえで，育樹祭の意義は大きい。

『水源税jの教訓

戦後の緑化運動で教訓としなければならないのは,昭和60年ごろから林野庁や

林業団体が実現しようと働きかけて果たせなかった「水源税」問題である。

「水源税｣構想は，水源地帯の森林を整備するために必要な治山，造林，間伐な

どの費用を，河川水の受益者に負担してもらう目的税である。具体的には，上水

道や工業用水，発電用水の使用者から使用量に応じて課税する。税率は上水道の

場合，使用量1立方メートル当たり1円とし，総額で年間5百億円ほどの財源を

生み出す。そのうち約2百億円は林野庁関係の森林整備に，約3百億円は建設省

関係の河川整備に充てることをもくろんでいた。

しかし，経済界を中心に増税にたいする反対が強いうえ，目的税の創設に大蔵

省が強く抵抗したこともあって，「水源税｣構想は幻に終わった。とはいえ，この

構想自体は悪くはなかった。上流の山村と下流の都市とが協力して，森林を育て

守ろうとする連帯意識を高める役割の重要性を訴えることができたからである。

半面，とくに下流域の都市部での緑化運動が空回りしている欠陥が改めて鮮明

になった。残念なことだが，新たな緑化運動の立て直しには，いい教訓となった。

緑化運動の空回りは，「水源税｣見送りの代わりとして実施された「緑と水の森林

基金｣の募金活動で明らかになった。昭和63年から5カ年計画(のちに7カ年計

画に変更）で実施され，森林整備関係の目標額は2百億円だったが，最終年度で

ある今年4月末現在の募金達成率は，約9割の178億円にとどまった。一般市民

はもとより，企業や団体に強く募金を呼びかけたが，府県別にみると，神奈川県，

千葉県，東京都，大阪府の4都府県のみが目標額を達成しなかった。

「水源税｣の趣旨によれば，水の流れとは逆に，下流から上流に森林整備の金を

流すはずだった。森林の恩恵を受けている大都市部で，もっと多くの募金が集め

られるはずだった。緑や森づくりへの都市住民の意識は低いわけではなく，むし

ろ高い。それを募金額に反映させられなかった行政側に問題があったと受けとめ

るべきである。

これまでの『緑の羽根j募金の限界

「全国植樹祭」とともに，国民運動としての緑化運動の柱である「緑の羽根｣募

金が，ことし秋から「緑の募金」に衣替えする。

これまでは毎年春，国の支援をえて，社団法人の国土緑化推進機構が募金を集

めていた。今後は法律に基づく募金運動として，春の植樹祭のころと，秋の育樹

祭のころ，年2回行われる。今年4月の通常国会で成立し，6月1日から施行さ

れた「緑の募金による森林整備等の推進法」が，「緑の募金」の根拠法となる。

「緑の羽根」募金は，昭和25年に国土緑化運動の一環として始まった。それか

”と"堅唾》……郊勉…短踵竣錘虹蛾蝿域画●唾煙一色-一函…で■

林業技術No.6421995．9



4

………一･･日一茜一一“･…
‐‐…年．.…亨講。

需一

ら45年もたつが，募金額は昨年でも年間13億円にしかならない。社会福祉の助

け合い運動である「赤い羽根」は260億円も集める。わずか20分の1だ。

「緑の羽根」が磯り上がらないのは，「赤い羽根」と異なり，これまで法律に基

づく募金運動ではなかったからだと，法律を提案した議員たちはいう。

でも，そうだろうか。募金する国民の側からすれば，法律に基づくか否かで募

金の是非を決めるわけではない。緑や森づくりへの国民の関心を，募金額という

形につなげる努力と知恵が，呼びかける側に足りなかったのではないか。

募金を集める仕組みは，「赤い羽根」も「緑の羽根」も，そう違わないように見

える。「赤い羽根｣は中央に共同募金会があり，都道府県の組織を通じて末端の市

町村の社会福祉協議会が動く。これにたいし「緑の羽根」は，中央に国土緑化推

進機構があって，都道府県の緑化推進委員会を通じて市町村に下部組織が設けら

れている。

ところが「緑の羽根」の場合，市町村段階の組織が十分に動かないところに問

題があるようだ。農山村地域の市町村では，自治体の森林行政窓口が熱心なうえ，

緑の少年団のようなボランティア組織もしっかりしていて，募金活動は活発に行

われている。具体的には，集落や自治会，町内会組織を通じて家庭募金を実施し

ており，それなりの金額を集めるのに成功している。

ところが域内に森林をもたない都市部の市町村では，募金活動が低調である。

そもそも都市部の自治体には，公園整備などの都市緑化のための行政窓口はあっ

ても，森林整備の行政窓口はなく，このことが募金活動への関心の低さにつなが

っている。当然，家庭募金は行われていない。一方の「赤い羽根」は都市部の家

庭募金が活発で，この差が募金額の総額の差になっているのかもしれない。

人u一人当たりの「緑の羽根」の募金額を，都道府県別にみると，大都市部の

低調ぶりがはっきりわかる。平成5年度の場合，いちばん少なかったのは神奈川

県で，一人当たり2円53銭だった。次いで埼玉，大阪，東京の順で少ない。逆に

多いのは，一位が山梨県で45円余り，次いで沖縄，熊本，佐賀だ。

おおむね森林比率の高い府県での募金が多い。ということは，森林行政の組織

のしっかりしているところから集めているだけで，そうでないところから集めら

れない。「緑の羽根」募金が，いわば「身内の募金活動にとどまっている」という

欠陥を如実に示しているのではないだろうか。

都市を取り込む緑化運動を

これからの「緑の募金」は，これまでの「緑の羽根」の延長線での緑化運動で

あってはならない。法律をつくり，名前を「緑の募金」に変え，募金を年2回に

増やしたところで，これまでの限界を突破できるわけではない。

技術的に少し工夫してもらいたいことはある。一例をあげれば，運動のシンボ

ルとして使われている，あの緑色のトリの羽根は「赤い羽根」をまねたもので，

独創性がない。たとえば「木の葉」とか「ドングリ」とかをデザインしたものに

林業技術No.6421995.9
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変えられないものだろうか。子供たちに人気のあるシール方式にするのもひとつ

のアイデアだ。毎年デザインを変えるのもいいかもしれない。

そのうえで，抜本的な緑化運動の展開に取り組んでほしい。「緑の羽根｣の欠陥

だった身内の募金活動から脱皮し，都市部を巻き込む取り組みである。

実は都市部での緑や森づくりへの関心は，極めて高い。年々，高まっていると

いってもいい。それが実際の募金や森林整備につながっていないところに問題が

ある。

都市住民の山村への関心は高い。アウトドアブームも追い風の役割を果たして

いるのだろう。都会でのサラリーマン生活のストレスから解放されたいという願

望もあろう。ある調査によれば，首都圏の勤労者のざっと半分が「休日には山村

でのんびりしたい」と考えている。都市住民にとって，山村はあこがれの地なの

である。もちろん実際の山村は，都市住民が考えるほどのユートピアではない。

双方が交流を重ねることで，山村への正しい認識をもってもらえることだろう。

関西に本拠をもつ通信販売会社「フェリシモ」が，森づくりをテーマに客に毎

月一口百円の寄付を呼びかけたところ，大きな反響を呼び，これまでに延60万

人，約6千万円が集まったそうだ。「フェリシモの森｣と名付け，長野県や岡山県

などで，ブナやケヤキなど2万本以上を植林した。担当者は「都会には地球環境

とか森づくりに役立ちたいが，どう実行したらいいのか戸惑っている人が多い。

そうした人々のニーズをすくい上げるのに成功したのだろう」と分析している。

ゆとりある生活を実感させてくれる緑の大切さ，地球温暖化を防ぐために果た

している森林の公益的な機能の認識，深刻な水不足をきっかけに「緑のダム」と

しての森林の保水機能の見直し，阪神大震災でその重要性を思い知らされた都市

部での緑地帯の防災効果一都市住民の思いはさまざまであるが,かつてなく高

まってきている緑や森づくりへの関心を，何らかの形で参加させる工夫と呼びか

けが必要である。

日本は山国であって，国土の67％が森林である。その森林は，木材やさまざま

な林産物を供給してくれる。さらに，災害防止のための国土保全，景観の保全・

レクリエーションなど森林空間の利用，水源のかん養などの機能があることも，

国民の間に認識が広まりつつある。

森林は川を中心とした流域社会でしか，守ることはできない。都市住民は蛇口

をひねれば出てくる水道の元が，森林にあることを改めて知りはじめている。そ

の森林は山村の人々が守り育てているのだが，その山村がいま過疎の危機に陥っ

ている。山に木があっても，その面倒をみる人がいなくなりつつあるのである。

まさに山は荒れなんとしている。

都会の人が抱く緑や森への漠然とした好感を，いまの日本の山村の現実にまで

思いを寄せてもらう努力が必要だ。そうすれば，都市住民の間に根強くある誤解

を解くことにつながるかもしれない。「山の木は一本も切ってはいけない。ほって

おけばよい」という誤解である。この誤解が，都市と山村との不幸な認識のギヤ

マニー'￥，｡、甲刃、…fA‐増．‘，一路￥‐‐ナ…塵L、h－勺・む識，‐睡時グ燕郵2，.岩，基験絵■．‘呉・窒通吟公…‐▲ロ蔭.鮎員3，コ睦f 君司:~話盗記p顕!vbvや‐5牢＝1｛麹…客Z巧脚【郵今二… 畳■J戈
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ツプをもたらしている。

改めて山村の現実を都市住民に知ってもらうことからスタートしなければなら

ない。そのうえで，どのような参加の形ができるかを考えてもらう。労力を提供

してくれてもいい，資金を寄付してくれてもいい，知恵だけでもいい。森はそこ

から流れる川を媒介に，流域の社会のみんながみずからの森林だと認識して，山

村の林業家たちと連帯していくことが大切である。

まだ小さな動きだが，森づくりへ向けて，都市住民の間にボランティア活動が

着実に広がりつつある。都市住民側にはまだ活動の舞台が狭いという不満がある。

森林関係者側には都会人の気まぐれだと見る向きもある。しかし，東京都下のあ

る森林所有者は，ボランティアを受け入れてみて，こんな感想を抱いたという。

－「5百人ものボランティアが会費を払って，下草刈りなどの作業を手伝って

くれた。わたしの林業にたいする考えが変わった。東京の緑は森林所有者だけで

は守れない。町の人に育ての親になっていただいて，共同で森を育てていきたい」

－こんな連帯感の広がりに期待したい。

これまで「緑の羽根」で集めた資金は，公園や学校の緑化，街路樹の整備に使

われてきた。都会の人にも身近かな緑化に役立ったわけである。

これからは，下草刈りなどの山仕事を手伝ってくれるボランティア活動への援

助とか，海外で植林，緑化活動をしている非政府組織(NGO)の支援にも使う計

画だという。たいへんけっこうなことだ。「地球を救え、緑の募金｣が,新しいス

ローガンのひとつだという。名前にふさわしい運動に育つことを祈りたい。

＜完＞

喧昌昌琿窪壺-壁竪琵宝王垂乱定旦塞硅塞謁冒里呑＝壼蓉王-昌塞暑五喧垂壷一垂室丁.罰正転写王宝哩暮雪瑁恒･層空王yp＝＝三.王冒別率2－…喧裳辮錘ゴーど……"……鏡－．－‘ベ寺､2Z注誇P呈賂~"墨融“露零′'需塞壷詩癖りら……銭t……翻識……辮錨

林業技術No.6421995．9



7

特集長期試験地等の設計｡運営｡成果2

＜長期試験地等の設計･運営･成果④＞

長野営林局三浦実験林
一特に木曽ヒノキ天然更新試験の経過と成果一

1．はじめに

育林技術，特に厳しい自然条件下での天

然更新技術の開発は，目的樹種の特性に応

じた長年月にわたる各種森林作業法の適用

誠験と，たゆまざる観察による情報収集が

下可欠である｡このことに関連し,わが国の

標準化された人工造林による皆伐一斉造林

の見直しと，合自然的な各種非皆伐施業技

術の開発のため，各地に実験指標林を早急

に造成するよう本誌論壇(No.546,1987,

No.597,1991)にも提言させていただいた。

今回，「長期試験地等の設計･運営･成果」

赤井龍男 木曽谷経営計画区に採用された森林作業

法は次のような変遷をたどった。

1889年（明治22)，御料林に編入されて

以来しばらく択伐作業が行われていたが，

1919年,御料林施業規定力端I定されるに至

り，皆伐作業を基本とした施業が1936年

(昭和11)まで続けられた。同年，施業案規

定が改定され，それ以降，1947年国有林へ

の編入を経て，1954年，木曽谷国有林経営

方針通説が出されるまで，再び択伐作業を

主体とする施業が行われた。

あかいたつお

元・京都大学

今回，「長期試験地等の設計･運営･成果」の企画に

おいて三浦実験林の中の天然更新試験地を紹介するよ

う依頼を受けた。特に森林の現場に学ぶ重要性と，長

期にわたる追跡調査の必要性について語るよう指示さ

れたが，このことは筆者の信念でもあったので長野営

林局の了解の下快く引き受けることにした。しかし，

後でも触れるように,三浦実験林は1966年に設定され

てまだ30年である。もうそれほど経過したか，と言え

るかもしれないが，人工林の一般的な伐期に達してい

ないばかりか，300年という木曽ヒノキの平均的な樹

齢からみればまだ幼齢期の段階である。したがって途

中経過の紹介ということになろうが，木曽谷のポドゾ

ル地帯における木曽ヒノキ天然生林の再生と，人工造

林の方向についてある程度見通しを得たので，その経

過と現状を，これまで公にされた三浦実験林関係の諸

資料‘)~10)から概説することにする。

2．三浦実験林設定に至る経緯

木曽谷のヒノキを巡る歴史は古く，徳川時代にさか

のぼるが，明治中期までの経過については他の多くの

文献に誠ることにし，ここでは三浦実験林設定に至っ

た背景について，まず解説しておく。

＊赤井龍男事務所〒612京都市伏見区竹田浄菩提院IIIJ60
メゾン・ド･イッセイ竹田311TEL&FAXO75-603-0340

経営の合理化と生産力増強の推進をうたったこの経

営方針通説に基づき，新たに皆伐用材林施業団が設定

され，区画皆伐作業等が推進された。さらにそれは

1958～62年度の木曽谷経営計画区第1次経営計画に

引き継がれていった。この間1959年の伊勢湾台風と

61年の第二室戸台風が来襲し,木曽谷一帯に深刻な風

倒被害を与えた。その後，1962年に編成された第2次

経営計画（1963～68年）では，木材増産計画により，

ついに全面的な皆伐作業が主流となった。

このような森林作業法の変遷は造林樹種にも当然大

きな影響を与えた｡御料林時代は目的樹種の90％以上

がヒノキであったが，国有林に編入されて以来カラマ

ツ造林が増加し，第2次経営計画ではついにカラマツ

はヒノキの2倍以上になった。木曽ヒノキの本場，王

滝営林署でもヒノキ,サワラの植栽が15％であるのに

対し，カラマツのそれはなんと71％に及んだ。

カラマツ造林の急増は森林の生産力増大を図る目的

から推進されたものであるが，伐採が奥地へ進むにし

たがい，ヒノキの不成績造林地が多発'2''3''4)したこと

もその要因となった。しかし，木曽谷北部はともかく，

中，南部におけるカラマツの成長は予想外に悪く，特

に湿性ポドゾル地帯ではきわめて不良であった'3)。し

たがって，台風被害跡地はもとより，一般施業林にお

林業技術No.6421995．9
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いても湿性ポドゾル地帯における更新は当時深刻な問

題に直面していたのである。

木曽谷第3次経営計画の編成にあたり，1966年7月

15～17日，湿性ポドゾル地帯の施業方法を解明する目

的で，現地協議会が三浦国有林で開催された。これは

上述のような困難な事態を打開するため，当時の長野

営林局伊藤清三局長が四手井綱英京大教授の提言5)を

受け，また，すでに予備的に行われていた信州大学へ

の依頼調査'4)の結果を踏まえ，自ら指揮したものであ

った｡参加者は山ノ内倭文夫東京農大講師,嶺一三東

大名誉教授，四手井教授，平吉功岐阜大教授，浅田節

夫信大教授に筆者を加えた大学関係者と，林業試験場

の松井光蕊土壌研究室長，梅原博木曽分場長のほか，

伊藤局長をはじめとする長野営林局および亘信夫署

長ほか王滝営林署関係者総員31名であった｡協議の結

果，事業的規模でのあらゆる試験調査を計画し，解明

すべきであると意見が集約された。

この協議の意見を受け,1966年11月,試験調整委員

会から実験林構想が局長に答申され，同月7日付けで

御岳山南西斜面中腹の三浦国有林に420ha(除地を除

く）の三浦実験林が設定されたのである。同時に浅田

教授を代表とする三浦実験林研究グループ（信大，京

大，林業試験場）が結成された。同年，実験林の設計

を始め，翌年から現地での実験施業が開始された。

3．三浦実験林の試験設計の概要

本実験林設定の目的は「木曽谷の湿性ポドゾル地帯

における更新成績がきわめて不良であることにかんが

み，これらの地帯における森林の経済的・公益的機能

を保持するための実践的育林技術を確立する」と定め

られた。そして，森林生態学，土壌学，造林学等から

の基礎的研究を進める一方，その成果を事業に反映さ

せ，実践的な技術体系を見いだす目的から事業的規模

での各種施業実験を行うことにした。

試験の基本的な設計にあたり，風倒被害の大きかっ

た箇所については人工更新試験，少なかった箇所につ

いては天然更新試験を取り入れることにした。1967

年，研究グループ，営林局関連部課，王滝営林署と何

回かの協議のうえ，実験計画と試験設計が決定された。

その主なものは以下のようである。

A・人工更新試験

人工更新試験は大きく分けて次の3つの試験からな

っている。

1)人工下種試験（ヒノキ，カンパ）

、地栫，ササ処理方法（無処理，除草剤全面散布，

林業技術No.6421995.9

すじ散布,つぼ散布，火入れ等)。それらに組み合

わせて下種方法が異なっている。

2)植付方法別試験（ヒノキ，カラマツ）

⑥植付方法（普通植，列植，巣植，密植疎植等）

＠植穴処理方法（一くわ植，盛土植，ポンホール，

階段造林，普通植）

⑥保護植生およびササ処理方法（混植，巣植ササ

つぼ刈，すじ刈，全刈等）

、施肥試験（肥料別，施用量別試験）

①ポット造林試験

3)樹種，系統別植栽試験

③ヒノキ，カラマツのほか外国樹種を含む亜高山帯

から山地帯にかけての樹種による造林適応試験

⑤ヒノキの産地別植栽試験

以上のように人工更新に関しては，当時，適切と考

えられた多くの試みが採用され，実行された。

B.天然更新試験

過去の択伐作業等による天然更新施業の不成績の実

態からみて，科学的根拠の裏付けなしにやみくもに実

験を行っても，成功する確率はきわめて少なかったで

あろう。特に天然更新の試験は数haから数10haの

事業的規模で行われ，また，それは長期間にわたるの

で，伊藤局長の「失敗を恐れずにやるように」との指

示があったものの，成否の責任は事実上研究グループ

に負わされていたとの認識をもち，より確実性の高い

天然更新法を模索するよう努めた。

幸い，筆者らは，1964年に予備調査を始め，1965年

から2年間，長野営林局の依頼により，王滝営林署を

主とする湿性ポドゾル地帯の更新について調査を行い，

多くの基礎的資料を収集することができた'4)''6)。その

結果，(1)ヒノキ種子の平均有効散布距離は樹高と同じ

距離以内であること，(2)ヒノキ稚樹はササの密生地の

ように相対照度1％以下では光不足により，また，30

％以上では乾燥により枯死することが多く，稚樹の発

生,成立に最も適した明るさはササ内で2～6％,ササ

のない林地では5～10％であること，(3)厚さ8cn,以上，

乾重で50ton/ha以上の落葉，粗腐植が堆積している

と，更新が困難であるが，直射光が入り地温が20℃を

超える林地では，約5年で半減しヒノキ稚樹が成立し

始めること等が明らかになった。このような知見から，

母樹の配置に考慮した帯状皆伐，群状母樹法等の作業

法を採用し，除草剤によってササをコントロールする

ことが湿性ポドゾル地帯の天然更新施業として最適で

あると報告書に提言した。
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以上の経過から，天然更新試験の設計には主として

研究グループが当たることになり，命を受け，その実

験計画とその後の調査を筆者が担当することになった。

そこですべての天然更新試験は，更新伐採一薬剤（塩

素酸塩剤）によるササの枯殺一粗腐植の分解促進一稚

樹の発生・成立一再生したササの薬剤によるコントロ

ールー稚樹の成長，という過程を基本に組み立てるこ

とにした。当初の主な天然更新試験は以下のようであ

った。なお，天然更新試験に関する用語は最近の報告

書に準じた。

1)帯状皆伐天然更新試験

①50m幅1/2交互帯状皆伐更新試験(632林班）

帯状番号No.1～15までのうち，奇数番号は保残

帯，偶数番号は伐採帯で,No.1,2,5,6,9,

10,13,14は1969年，塩素酸塩剤(300kg/ha)

を散布したササの枯殺地である。

②30m,50m幅1/2交互帯状皆伐更新試験(630林

班）

Nol～12のうち,No.7～12が30m幅で,他は50

，幅とした。なお,本試験地は1970年に除草剤を

散布する計画であったが，諸般の事情から散布が

中止されたところである。

2)群状母樹法天然更新試験

③5％保残母樹法更新試験（636林班）

風倒被害をかろうじて免れたヒノキ残存木を，ほ

ぼ40～60m間隔に1～8本ずつ保残し，他は伐採

することにした。

④15％保残群状母樹法更新試験（634林班）

⑤30％保残群状母樹法更新試験（633林班）

15％保残区は約50m間隔で,30%保残区は

30～35mで,1群につき10～25本の母樹を保残

した。なお，5％および30％保残母樹法更新試験

地には1969年塩素酸塩剤を散布（250～300kg/

ha)したが,15%保残更新試験地は散布が行われ

ていない。

3)その他の天然更新試験

凡例、
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③5%保残母樹法更新試験癖団子状伐採(画伐)更新試験q吟術参考保存林

③人工下種諺⑥ササ処理方法月嘱験
⑥掴寸方法別試験◎鰄醒鐵
⑤1ヒノキ密植⑦ポット造林試験B
⑥2ヒノキ．カラマツ列ｵﾒ縮栽
◎1階筋豐林③禰鰯l1,植栽試験

A

図・三浦実験林設定時における主な人工更新および天然更新試験の配置

林業技術No.6421995.9
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⑥漸伐（傘伐）更新試験（628林班）

漸伐作業は一般に，予備伐，下種伐，後伐を行っ

て更新を完了する体系であるが，実験林内の天然

生林は老齢で，林冠は疎開し，種子の結実も少な

くなかったので，予備伐を省略し，50％の下極伐

から始めることにした。

⑦串団子状伐採（画伐）更新試験（627林班）

営林局の発案で約50m幅の群状伐採地を約100

m間隔に設定したものである。更新の進行に伴い

群状地を広げていけば画伐作業法である。

③魚骨状伐採（帯状漸伐）更新試験（631林班）

10m幅の集材線から左右上方へ45｡の角度で

3～6m幅の伐採帯を約20m間隔に設けたもの

で，営林局の設計である。

各更新試験地には伐採翌年の1968,69年に塩素

酸塩剤を散布した。

以上，実験林設定当初に設計，実施された主な人工

更新試験と天然更新試験の配置は図のようであった。

4．実験林設定後の施業の経過と管理，運営

前記した三浦実験林の試験設計に基づき，1967年か

ら研究グループと王滝営林署による試験地の測溌，線

引き，収穫調査が開始された。当時死屍累々と重なる

風倒木によじ登り，また，背丈を超す密生したササを

かき分けての作業は想像を絶する困難を伴った。同時

に，風倒木の処理と試験設計に基づく伐採が進められ

る一方，人工更新試験のための植栽と，塩素酸塩剤の

空中および地上散布(1969年まで）が実行された。こ

れらの事業はすべて王滝営林署が行い，1971年に一部

除草剤の散布を残してほぼ終了した｡それから約10年

間､テトラピオン粒剤が散布されるようになるまで，

歩道の整備と一部手刈りによるササ刈払いが行われた

だけである。しかし，静けさが戻った試験地に予想以

上の困難な障害が生ずるようになった。

すなわち,塩素酸塩剤の散布が中止された1970年以

降，ササの枯死した試験地にもササが再生・繁茂し始

め，せっかく更新した稚樹の成長が著しく阻害されて

いるばかりか枯死するものが多くなったことが固定調

査地の調査結果から明らかになった。それゆえ，1973

年度(Ⅳ)から5年間の三浦実験林調査報告書に記され

ているように，除草剤の散布問題の解決を，もしでき

なければ天然更新試験の中止を含む検討をするよう研

究グループから強く要望し続けた。

幸い1979年,ササの成長抑制剤であるテトラピオン

粒剤が散布可能になり，更新したヒノキ稚樹にとって

林業技術No.6421995.9

これは救世主となった。その後，更新試験地への散ｲli

が1991年まで続けられた。ササの抑制の結果,各試験

地の稚樹は成長を回復し始め，特に漸伐更新試験地の

稚樹の多くは20cm以上の大きさになったので,1991

年，後伐を行った。さらに1992年,帯状皆伐更新試験

地（632林班）の保残帯No.5の伐採も行った。

時代は移り，塀素酸塩剤の再使川について関係者の

努力により一定の理解が得られるようになった1993

年以降,長くII』断していた天然更新施業のうち,40～60

％漸伐更新試験が626,628林班で，列状交互孔伐更新

試験が627林班でIWI1された｡そして1994年からよう

やく塩素酸塩剤が未散布地と新しい犬然更新試験地に

散布されるに至った。

一方，実験林の管理・運営に関しては，当初，長野

営林局計画課林業試験係が企画調擢蝋務を，1967年

度，王滝営林署に新設された試験調査係が業務の調盤

事務に当たった。前者の貨任帝として原ul文夫係長が，

後者については斉藤章一郎係長（後の技術専門宮）が，

それぞれ退官されるまで長くその職務を全うされたほ

か，｝鋤，署独自の調査，研究を続行された。また，両

氏の研究グループへの調査，研究に対する理解と尽力

は，実験林存続の大きな支えになった。

実験林設定後，試験の進行と調査の結果を検討し，

今後の指針を得る目的で，佐藤大七郎東大教授，坂LI

勝美前・林業試験場長，橋本与良土壌部長等学識経験

者を新たに加え，1967年，68年，71年，74年そして

80年の5回，三浦実験林現地協議会がもたれた。その

他，調査報侍を兼ねた研究グループと長野営林局およ

び王滝営林署との打ち合せ会は何度も行われた。

研究グループの調査にかかわる研究・調査費は長野

営林局の研究開発費等によるものである。これまで実

験林の存亡にかかわる危機は3度ほどあった。その1

つは1978年ごろまでの稚樹の消滅をもたらした再生

ササの処理問題を巡る天然更新試験の継続問題，2つ

目は代表者浅田教授の退官に伴う研究グループの存続

問題，さらにその直後の林野庁の財政事情による実験

事業と調査，研究の打ち切り問題であった。幸いその

いずれもが研究グループ代表者等の熱意を受けた営林

局，暑の理解と努力によって危機を乗り越えることが

できた。そして紺:余Ilil折はあったものの天然更新試験

に関する調査，研究は休むことなく現在も続けられて

いる。また,新たな試験施業も再開されるようになった。

5．調査の継続と研究成果の適用

研究グループによる調査，研究は，①ヒノキ天然更



写真.1帯状皆伐更新試験地（632林班）伐採帯No.6の更

新状態。その左方数本の母樹が残存している右側

は保残帯No.5で,2年前上木が伐採されたばかり
なので更新樹はまだ小さい｡なお,斜面上部の右側
はカラマツ，左側はヒノキ造林試験地（1994年）

新試験，②人工更新試験，③土壌調査の3つに大別さ

れる。調査は実験林設定の翌年から始められ，その結

果と研究の成果については毎年の三浦実験林調査報告

書5)-10)および調査中間報告書4)にまとめられている。

紙数の関係からここではその詳細は省略することにす

る力苗，研究の成果が更新技術の確立に貢献した重要な

情報，知見について特に天然更新試験を中心にその概

要を紹介しておく。

土壌調査に関しての最初の成果は，林業試験場松井

光蕊土壌研究室長によって完成された三浦実験林土壌

図s)である。これはその後の人工更新試験の成長の良

否判定に対する重要な資料となった。その後，同研究

室の有光一登氏(現･高知大学教授）らも加わり，1978

年までの連続12年間と1990年に調査が行われた結果，

伐採後20年余を経過してもポドゾルの改善はあまり

みられないことから，ヒノキの人工更新も超長伐期施

業とするよう提言4)がなされた。

人工更新試験の調査は信州大学の菅誠助教授(現・

教授）を中心に，1969年から84年までの16年間と

1987年に行われた。その結果，人工下種は除草剤によ

るササ処理が十分に行われないと失敗すること，造林

樹種としてはヒノキを中心にしてポドゾル化の弱い所

にはカラマツ，カンパ類，ヒメコマツ等を混植するこ

と，植栽にあたっては大きな植穴に良苗をしっかり植

付け，隔年でよいので長期間下刈りを続けること等が

提言I)された。

天然更新試験の調査は筆者が担当し，大学教官，学

生諸君等の手助けを得ながら,1967年から昨年まで

l]

写真･25％保残群状母樹法更新試験地(636林班)の更新

状態｡母樹は落雷,風倒被害で少なくなったが,適
度に広葉樹を混交したヒノキを主とする天然生林
として全面にわたり成林しつつある（1991年）

(本年も予定している）27年間休みなく続けてきた。

1971年度からは各天然更新試験地に2×2mの固定

調査枠を設け（最多90プロット)，更新樹の多くが1

m以上になった1985年まで,稚樹の消長と成長状態を

記録した。その結果，種子の豊凶に数年の周期がある

こと，落葉，粗腐植の堆積が厚い間は乾燥害を受けや

すいこと，ササ等地被物のない裸地状態では雨滴障害，

乾燥害，生物害が多いこと，ササが密生し，相対照度

が1％以下になると枯死が多くなること等’貴重な情

報を得ることができた。このような調査結果に基づい

てテトラピオン粒剤によるササ量のコントロールが施

業的に進められたのである。また，1984年から始めら

れたベルI､|､ランセク1，による調査は，試験地の更新

状態を而的に明らかにすることができた。これに基づ

き，漸伐更新試験地の後伐や632林班保残帯No.5の

伐採が行われたのである。

現在，除草剤の散布によってササが枯死した更新試

験地の大部分には,写真･1～3のように,2mを超す更

新樹がha当たり2,000～3,000本以_上成立し，木曽ヒ

ノキを主にミズナラ，ウダイカンバ等も10～20%ほど

混交した好ましい天然生林として成林しつつある。こ

れは更新に関する現場でのたゆまざる観察と，汗にま

みれた調査記録の解析から得られた的確な情報を，困

難な事情を克服して施業に即応させたこと，すわち研

究グループと営林局，営林署との緊密な連係プレーの

成果であったと確信している。

更新面の整備を終えてから約25年,ほとんどの試験

地は更新完了となったので，一応木曽ヒノキの天然更

新技術体系を組み立てることができた。これに関して

林業技術No.64219959
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うものである。

［三浦実験林の照会先］

長野営林局指導普及課：〒380長野市栗田715-5

a0262-36-2630

王滝営林署業務課：〒397-02長野県木曽郡王滝村

念0264-48-2211

三浦実験林および天然更新関係の主な文献・資料

長野営林局計画課：三浦実験林のあらまし．1966

長野営林局：三浦実験林のあらまし．19測

長野営林局：三浦実験林のあらまし．1980

長野営林局：三浦実験林調査中間報告書．1986

長野営林局計画課：三浦実験林調査報告書(1)．1967

長野営林局計画課：三浦実験林調査報告書(11)(111).

1969,1970

長野営林局：三浦実験林調査報告書(Ⅳ)～(Ⅶ)．

1971～1974

長野営林局：三浦実験林調査報告書[合冊］［(Ⅷ)～

(X)].[(m)～(XIV)].[(XV)～ⅨⅧ)].[(mへ畑)].

1975～1989

長野営林局：三浦実験林調査報告書(MII)．(XXN).

(未印刷)．1990,1991

長野営林局．R本林業技術協会：三浦実験林における

天然更新地の更新に関する調査報告書(XXV)～(XXWI)

(末印刷).1992～1994

吸口勝美？ヒノキ青林学．養賢堂．1952

竹原秀雄･久保哲茂･細川一信：木曽地方における石英

斑岩に11:I来するPodzol化土壌について．日林誌39.

1957

河I｢I弘：湿性ポドゾル地帯の造林について．長野林友

6，7月号，1960

ifII1節夫・赤井龍男：木曽地方におけるカラマツの生

産力と湿性ポドゾル地帯の更新．長野営林局．1966

四手井綱英：長野営林局紀行。長野林友6月号,1965

赤井龍男･浅田節夫：天然更新に関する研究(1)木曽地

方湿性ポドゾル地帯におけるヒノキ属の更新．京大演

報39.1967

赤井龍男：天然更新に関する研究(2)木曽の三浦実験

林におけるヒノキの更新．京大演報44.1972

四手井綱英･赤井龍男･斉藤秀樹･河原輝彦：ヒノキ林

一その生態と天然更新．地球社．1974

斉藤章一郎：王滝におけるヒノキの成因をもとめて(1)

長野林友3月号．1977.(2)同1月号。1978

長野営林局：木曽ヒノキ成因・経過・現況総合調査．

198O

赤井龍男』合自然的な森林造成の技術体系一ヒノキの

天然更新法を中心に．京大演集21.1991

赤井龍男：低コスト育林技術の開発方向一人工造林の

粗放化と天然更新施業．森林科学7．1993

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１

１
２
３
４
５
６

写真･3後伐直後の漸伐更新試験地(628林班)における更
新樹の成立状態。伐出に伴う稚樹の損傷率は10

数％で，その後の成長は著しく良好である（1992
年）

7）
は調査報告書および文献21)，z2)を参照していただけれ

ば幸いである。しかし，これで天然更新施業が終わっ

たわけではない。今後の成長の追跡調査はもとより，

より精練された技術体系を確立するためには，すでに

一部実行し始めたような再試験を続けなければならな

いと思う。この技術の継承を祈願して昨年，天然林施

業記念の碑が建立された。

現在，木曽ヒノキの資源逓は著しく減少したので，

この10年の間,長野営林局は年伐採賊を半減させるよ

う努力しているが,それでも60年ほどで枯渇しそうで

ある。それ以降は人工林大径材で代替していく計而iの

ようであるが，それは天然生の優れた木曽ヒノキでは

ない。それゆえ，更新技術の見通しがつくまでと，王

滝営林署に残されている約1,740haの施業見合せ林

はもちろん，漸伐を含めた木材生藤林に対しても木曽

ヒノキ資源の保続のために，上記した天然更新試験施

業の成果が適用されることを望んでやまない。

最近つとに実験林を訪れる人が多くなった。三浦実

験林の今ある姿を見て最も喜んでおられるのは「実験

林をつぶさないで」と，事あるごとに言われた故・伊

藤清三元局長であろう。また，貴重な助言を与えられ

た四手井京大名誉教授をはじめとする協議会の方々，

代表者として苦労された浅田信大名誉教授ほか研究グ

ループおよび実験林の維持，調査の継続に努力された

歴代の長野営林局，王滝営林署関係者も同様喜びを共

にしていただけると思う。

本報告を締めくくるにあたり，木曽ヒノキの更新技

術に関する長野営林局の宝庫としての三浦実験林の火

が，永く消えることのないよう次の世代への継承を願

8）

9）

10）

l1)

12）

13)

14)

１
１
５
６
１
１

17)

18)

19）

20）

21）

22）
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《長期試験地等の設計･運営･成果⑤ 13

人工のギャップ。自然のギャップ

谷本丈夫
1．はじめに

人工のギャップ・自然のギャップの発生，

その修復・再生などに関する研究は，造林

学，森林施業学の基礎，とりわけ天然更新

や間伐研究の一環として明治期より数多く

の報告がなされてきた。ことに大正末から

昭和の天然更新汎行時代には全営林局が競

って試験地を設定した。これらの天然更新

もしくは森林動態に関する試験地は，戦中，

戦後の混乱と復旧造林に続いた拡大造林政

たにもとたけお

宇都宮大学

認などをH的とした大規模な長期調査の可

能な試験地の設定が必要となってきた。

一方，林業技術研究においては不一|分な

がら，長期にわたって行われてきた貴重な

研究成果が幾つか報告されている。ここで

はそれらの紹介を兼ねて，その設計･運営・

成果と問題点について述べてみたい。

2．主要な試験地の成果と利用経過

先人古田義季は，大正5年から樺太の天

然林を調査して「原生林二鯵ケル更新状態

策によって，亜高山性針葉樹やブナの天然林施業以外

ほとんど忘れられていた。しかし，これらの研究の必

要性は,昭和63年の林政審の中間答申以降,広葉樹林

施業，育成天然林施業などによる多様な森林施業の基

礎として再び脚光を浴びている。また，生態学的な見

地からは，戦後草本の単純群落の解析から始まった植

物生態学が急速に発展し，草本の混合群落，群落構造

の比較的単純な亜高山帯針葉樹林の動態，暖・冷温帯

林広葉樹林の動態研究，さらに熱帯多雨林などと，そ

れぞれ研究対象が変化してきた。

そこでの研究対象は，即利用・応用が期待でき，論

文作成が容易なように現実に存在するさまざまな更新

形態を持つ森林を一定の大きさで切り取り，樹高，胸

高直径などの分布特性，階層構造，年輪解析などによ

って対象林分の形成過程を推定するものであった。林

学における天然更新や間伐研究においては，これに加

えてさらに積極的に母樹の保残法，間伐強度を変えた

試験地の解析がなされた。林業技術の基礎情報や狭い

範囲の生態学的研究の時代には，このような試験設計

からの情報は短期間に得られ，業績としてもまた有用

であった。そしてこれまでの研究法は，いわば，さら

に深い学問的知識を得るための前段階の仕事であって，

さらに具体的な応用性の高い情報や地球規模の環境変

動の長期的な環境予測などのモデルに利用できるパラ

メーターを得るには，中静透（1991）が論説している

ように，正確な時系列と更新初期の情報のわからなか

ったこれまでの研究に加えて，林冠形成木の交代の確

＊谷本丈夫

〒32l宇都宮市峰町350宇都宮大学農学部森林科学科
a0286(49)5530F0286(49)5545

ノ研究資料トシテ邦領樺太南部二鯵ケルー事実」と題

する報告を『林学雑誌7号』に戦せている。彼は「原

生林の更新は前生老樹の朽滅と後生稚樹の再生に凶る

とは皆人の知るところである，而もこれが変化は碓然

たるものではなく漸を遂て行われる現象であるから一

林分には樹齢1年より数十年乃至数百年に亘る林木が

森立するという事も誰でも知っている事実である。け

れどもこれが研究を公表したものは余の寡聞浅学のた

めかまだ知らない。これは研究すべき原生林なるもの

が多数の時代は林学なるものもなく，原生林が利用荒

廃の極必要に迫られた学問として研究されるに至った

から洋の東西を問わず現物材料の少なき今Hでは研究

もできないためと思われる」として47,847本もの膨大

な調査資料から，結論として，①邦領樺太南部に紗け

る原生針葉樹林は利用すべき樹種として「トドマツ」

および『エゾマツ」を主としてその混交割合は「トド

マツ」7割，「エゾマツ」3割であること（当時，本田

静六は次のように評している。一一断面の結果でさら

にさまざまな調査が必要であるとしており，今日の長

期大規模調査区によって初めて樹種椛成の変動が正確

な精報として得られるものと思われる)｡②原生林中の

立木に生死の間に介在する疵立木が3割，柚立木が2

割ある（本田評－これも一断面の結果である)。③で

あるから人工的に天然を揃助して宣しきを得れば枯立

木の占領而椴に生育する生産を増加することができて，

少なくとも現生産より3剖を増収できる（本田同感)。

④この疵立木，柚立木の直径次に鯵ける数泄は低径級

より次第に昇騰してその頂に達しまた次第に逓減する

けれどもその生立木に対する割合は直径次の大にした

がい逓増するのみである。⑤疵立木であり柚立木であ

林業技術No.6421995.9
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る期間は不明であるが疵立木の期間は枯立木のものよ

り長く,枯立木の期間は約20年内外即ち一齢級期間と

見てもよかろうか。また疵立木の頂点から立枯木の頂

点に至る径級範囲は利用上の好時期と認められるので

はあるまいか（本田同感)，の5項にまとめた。

（）内の本田静六のコメントは，その10年後，大

正15年に彼が明治26年から渡道30余回に及ぶ北海

道内天然林の更生状態の観察を，『林学雑誌33号』に

北海道天然林の一般榊目と更正状態を自然枯死，病虫

害，風害など9つの原因およびエゾマツ，トドマツ天

然林の更正状態として報告しているものに記録されて

いる。またこの報告は，当時多数残存していた北海道

内の天然林の観察に基づいており，長期の観察研究結

果であるが特に特定の試験地からのまとめではないよ

うである。

これらは天然更新汎行時代の幕開けともいえる研究

で，これから後の大正末から昭和初期にかけては青森

ヒバの択伐林施業試験地，アカマツ・ウラジロモミ天

然更新試験地，ケヤキ天然更新試験地などなど枚挙に

いとまがないほど多くの試験地が造られ，その初期の

報告がなされた。これらの多くはメーラーの恒続林思

想に影響された結果で，天然自然林の観察を蕊視する

ものであった。

寺崎渡(1924)は大正9，10年の2年間ヨーロッパ

の天然更新に関する留学の成果を「結局，本邦の森林

に対する施業は，その森林の特徴を理解しなければな

らないことに今更ながら感じた｣として，「本邦天然生

林ノ森林調査法二就テ」の中で，私が天然林の現況を

述べようとしているのは,｢忘れられたる本邦天然林の

取扱い法を復活して，彼らを復興し，本邦の間有の森

林施業法を復古する気勢を高めようと思うのである。

これは即ち過去の遺産をもって，新精神を篇まさんと

するものである」と述べ，さらにまた「林学，特に施

業案編成における森林調査の仕方のみならず，一般に

林学及び林業上の基礎調査に齢ける森林調査は，私の

理解の仕方が偏見であるかも知れないが，いかにも御

義理的な調査のようで，いかにして森林の謎を解かん

とするがための調査でないようである。（中略）森林

調査は，植物生態学より微に入り詳を極めているが，

調査の結果を比較，考査，対照して各小班の差異を理

解するということに努力せず，ただ収機という目先の

ことのみに終わり，森林を解釈して，その現況をいか

に利用したならば，もっとも経済的なる作業種を決定

することができるか，またその作業種をもっとも容易

林業技術No.6421995.9

に実現すべきかということに努力するにいたらない｣，

｢とにかく現在の収穫量さえ知れれば,皆伐してしまう

により，皆伐の収支さえとれればそれでよろしい。現

時の収入さえ上がれば，あとはあとの事始末をする

人が始末すればよろしいとでもいうように思えてなら

ぬ」として，森林調査もしくは試験の成果の利用が目

的に合っていなかったことを痛烈に批判している。

こうして成果の活用に問題を指摘されながらも，天

然更新汎行時代における天然更新施業の基礎として多

くの試験地が設定されたが，第二次大戦の混乱による

過伐によった試験地の廃止とともに，戦中戦後には多

くの荒廃林地を生じた。また，戦後いち早く復旧造林

が行われた後には，池田内閣の所得倍増計画に呼応す

るように，「それまでの天然更新施業は失敗であり，完

全に否定され,拡大造林政策へと移り変わっていった」

(太田勇次郎，1967）のである。

したがって，戦後の混乱期に設定された天然更新試

験地の多くは，拡大造林に不適であるが蓄積の多い奥

地天然林を利用開発する目的で設定されたと思われる

ものが多い。しかし，結果的に優れた成果を上げてい

るこれらの試験地のいくつかを紹介したい。

（1）石狩川源流地域の風倒跡地の植生変化

石狩川源流の森林については，かつてエゾマツ大径

木を主体とする亜寒帯性針葉樹林よりなる原生林とし

て，学術上また林業上，世人の注目するところであっ

た(写真･1)。この広大な天然林の学術的な基礎資料を

得るとともに，原生林の施業指針を見いだすことを目

的に,昭和27年度から3年間の調査が行われ,昭和30

年3月に調査報告書として刊行された。これは昭和29

年にこの地域を中心に希有の大風害が発生したため，

再現不可能な原生林の貴重な文献として高い評価を得

ている。希有な大風害の実態解析とその処理ならびに

対策などの調査が，風害後の昭和30年度から3年間，

次いで昭和29年の調査から第2回目に当たる調査が

第一次の調査後20年目の昭和48年から3年間，第三

次調査が平成4年から3年間それぞれ行われた。

すでに述べたように，貴重な原生林の記録はその価

値が高く評価されている。その後の二次までの風倒後

の調査結果においても残存天然生針葉樹，再生林およ

び人工造林地の変化を記録しており，自然現象による

大規模な森林破壊が行われた後での植生遷移，土壌変

化，それらに及ぼした搬出・造林などの人為の影響に

ついて興味の尽きない情報を提供している。

これらの成果のうち亜寒帯性針葉樹林の更新特性と
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写真･3エゾ・トド天然林内の倒木更新

溌職灘
写真･1かつての原生林を祐佛

（ほうふつ)とさせるエゾ・
アカエゾの残存天然林

写真･2人工林化などの人為の影

響で原生針葉樹林がシラ
カンバ林に変化

黙
熱

躍溌
~

して興味深いのは，風倒木の搬出を行った場所や，そ

こにカラマツ，エゾマツ，トドマツを造林した場所で

は寒害などの気象害が発生し，前生稚樹や造林木が枯

死してしまった。その跡地の多くは更新困難地になり，

生育不良なカンパ林が混じるササ生地やイワノガリヤ

ス群落になってしまっていた(写真･2)。これに対し搬

出が行われなかった場所では，天然林内の倒木更新に

見られるような前生稚樹（写真･3）が枯死せず成長し

て見事な再生林を形成していた。

こうした亜高山あるいは亜寒帯林の急激な林冠疎開

や地表の撹乱の効果は八ヶ岳帯状天然更新試験地にお

いても認められ，天然林を最初に伐採した場所では多

くの前生稚樹が枯死し，その跡地にダケカンバが侵入

した二段林になる（写真･4）のに対して，保残帯とし

て残された後，数年以上経過してから皆伐された帯で

は，保残帯に透過する側方光線によって健全に育った

前生稚樹が，皆伐によって林冠を取り除かれても健全

に生育するため，｜湯樹であるダケカンバの生育する余

地がなく，ほぼ純林状に成林することになる。

八ヶ岳帯状天然更新試験地には，こうして出現した

更新地が交互に並んで出現する。

これらの現象は前田禎三（1988）が亜高山帯針葉樹，

ことに前生稚樹の多いコケ型林床では前生稚樹を枯死

させないような作業が必要であるとする説を裏付け，

稚樹の発生（更新）状態から伐採種を決定すると教え

る林学の基本を見事に証明している。

石狩川源流風倒跡地の更新調査は，自然状態におけ

る大規模な林冠疎開（ギャップ）の発生後の植生遷移

鄭

乃
哩
画

写真･4急激な林冠

疎開によっ

て生じたダ

ケカンバ，

シラベの二

段林

ｻ寺｡

の好追跡例で，本田静六が大正年間に指摘した森林の

更正状態をも証明する貴重な資料となっている。また，

八ヶ岳淵犬皆伐試験地は，縞枯れ現象にも匹敵する帯

状の人工的林冠疎開の成果である。

（2）苗場山ブナ天然更新試験地

亜高山性針葉樹林の天然更新試験とほぼ同じ時期に，

中部日本から北海道南部にかけて広大な分布面積を持

つブナ天然林も天然更新を中心とした開発利用が促進

された。

昭和42年に前橘営林局六日町営林署管内に図・1お

よび写真･5に示すような人工的な林冠疎開（ギャッ

プ）による大規棋な天然更新試験地力穀定され（詳細

は本誌597号参照),事業的規模での天然更新の可能性

を確かめる試験が始められた。これに先立ち設定者の

前田禎三（1988）は，当時開発の目が向けられつつあ

ったブナ天然林の植生，林分拙造，更新特性などにつ

いて，ほぼ全国のブナ天然林を対象に研究を進め，ブ

ナ天然林には，里山に近い薪炭生産林，林内放牧地な

ど以外では結実年に見合った糀樹の発生があるが，そ

の多くは1年ないし数年のうちに枯死してしまい，亜

林業技術No.64219959
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変化を時系列的に解析しようとす

るものではない。しかし，人工的

に疎開された林冠構造により，閉

鎖したブナ林ではブナ稚樹が育た

ないことなど，ブナの天然更新作

業に必要な多くの情報が得られ，

国有林のブナ林施業体系の確立に

大きく寄与した。

国有林で利用されているブナ天

然林作業の指針には，母樹の保残

率は30％,地表の刈払いを併用す

ることが明記されており，更新が

思わしくないときには樹下植栽の

必要性など多くの事例を踏まえた

具体的なものであった。しかし，

例えば母樹の保残率30%は,健全

に生育しているブナ天然林の材積

(少なくとも3001Tf/ha以上)に対

しての割合で，現実の林分では戦

前からの良木抜き切りの択伐によ

って，ササ，低木類の繁茂する更

新不成績地になっていたものが多

かった。このため，残された母樹

は不良木でしかも本数が少ない場

合が多かった。母樹の本数不足の

理由には，収穫の際に搬出支障木

として伐採されてしまった例も多

い。

戦前から戦後の択伐実行地のブ

ナ林には林冠疎開部が多く，こう

した場所ではブナ稚樹が見られず，

ササ，低木類の繁茂が著しかった。

したがって，ここではまずササ低

木類の刈払いを行い，ブナ稚樹の

発生を促すこと力:第一の作業であ

って，稚樹の発生を確認したのち

に母樹を収穫伐採するべきであっ

た。

これは稚樹の発生を確認して母

伐採率
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図･1苗場山ブナ天然更新試験地

写真･5苗場山ブナ天然更新試験地鳥臘図

(現在は上側半分のプロットは母樹を伐採し，その影響を調べている）

高山の針葉樹のように更新に耐える稚樹がないことを

明らかにした。

苗場山試験地は，こうした前生稚樹のないブナ林に

おいて有効な天然更新作業法を見いだす目的で造られ

たもので，この試験地も基本的なブナ天然林の構造の

樹のすべてを伐採した試験区の結果でも明らかである

(表・1)。すなわち，母樹の多い区では，無伐採区を除

いて稚樹が多くても母樹の被陰のために成長が思わし

くなかったが，母樹の伐採によって一斉に稚樹の成長

が始まり，稚樹を増やすために緩やかな母樹の伐採，

林業技術No.6421995.9
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表･1母樹伐採・未伐採区における稚樹の成長比較(50％母樹保残区）

母樹伐採区

稚樹高区分(cm)別の本数(8nf当たり）

30>31～5051～100100<計

田樹未伐採区

稚樹高区分(cm)別の本数(8｢Yf当たり）

30>31～5051～100100<計

処理区方形区
番号

処理区方形区
番号

３
０
１
５
５

４
３
３

０
７
２
７
７

１
８
３
３
１

１

２

１
２
８
２
９

９
１
２
２
４

１
７
２
０
９
３

３
３
８
４
３

３
３
１
７

３
０
４
４
２

ｎ
Ｍ
》
（
Ⅲ
Ｕ
凡
川
「
ハ
ｎ
Ｕ
〔
Ⅲ
Ｕ

１
１

０
０
７
８
７

１
１
１

ｎ
Ⅱ
〕
〔
川
Ｕ
〔
ｈ
〕
「
ノ
〃
ｎ
ｈ
Ｕ

１
２
３
４
５

58

74

10

51

262

氾
弱
相
豹
砺２

1

2

3

4

5

刈払区刈払区

平均91789760326 平均3610423

１
５
４
２
８
１

１
５
２
７
３

（
Ⅱ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ⅲ
》
Ｆ
両
Ｊ
ｎ
Ｕ

０
０
２
０
０

２
㈹
８
別
佃

１
０
，
』
、
０
４
．
↑
ｂ

３
５
０
５
７

１

３
２
６
４
８

１
１
１

３
７
０
１
１

１
１
３

１
２
２
１
３

10

38

38

11

59

１
２
３
４
５

除草剤区除草剤区

平均641011訓
一
０
切
訓
２
訓
一
弱

蝿
－
１
２
３
４
５
均平

６
’
０
副
９
１
個
焔

刑
－
０
〃
燗
０
個
一
帽

値
－
０
恥
７
１
５
’
８

１
’
０
２
５
０
０
－
１

０
５
２
０
４

０
０
０
０
１

０
０
０
０
０

０
８
７
２
７

１
２
３
４
５

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｋ
Ｕ
贋
Ｊ
ｎ
″
４
，
Ｊ
と

無処理区無処理区

平均22005

800

ー

600

０
２
４
７

９
９
９
９

１
１
１
１

７
７
７
７

■
園
口
園

００４
１２

稚
樹
本
数
恥く

200

(）

l970197119721973197419751976197719781979198019811982

発生年度

図･2発生年度別稚樹の消長(苗場山試験地）

枯殺のためにササ枯殺用の除草剤を散布したが，林冠

の疎開によって低木類が繁茂してせっかく発生したブ

ナ稚樹を枯死させた。また，母樹保残によって豊作の

十分な下種と稚樹の発生を確認して残りの母樹の伐採

が最も有効な方法であることが確認された。

地表処理の項目で明らかなように，繁茂したササの

林業技術No.6421995.9
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たびに稚樹が増加するものと期待されたが，実際には

図・2の昭和46年度（1972）と48年度(1974)に発生

した稚樹のように，一度成長を始めた十分な碓樹があ

ると，その後の発生稚樹（昭和52年度･1977）はほと

んど枯死してしまう。このことは，過去に調べられた

ブナ天然林の齢級配置が著しく偏っている理山の一つ

となっていよう。

この苗場山ブナ天然更新試験地存在の意鍍は極めて

大きい。歴史的にわが国のブナ天然林施業の指針を与

えたばかりでなく，これからのブナ天然林施業に必要

な情報を得るために，人工的，組織的に大規棋な林冠

疎開（ギャップ）を造った，世界で唯一といっても過

言でない貴重な試験地である。私たち，この試験地に

かかわり合ってきた者は，過去に親分（ボス）的研究

者が設定した試験地が，設定者の退官などによって見

るも無惨に放置され，それまでの成果がまったく無駄

になってしまうのを数多く見てきた。そこで金銭的な

問題を度外視しての調査を続けてきた。

林業，森林研究では，それまでに得られた記録は有

効に利用考察できるが（寺崎渡が述べているように，

その記録さえ，ろくに利用してなかったことは前にｳ｜

用した)，当たり前なことだが,それ以降の資料はさら

に継続的な研究・観察によってのみ得られる。

筆者は，大正期からの文献を敢えてくどいように引

用してきた。これらの多くは，親分（ボス）的研究者

が現れては消え，現れては消えしており，彼らが権威

を持っていた時代の記録しか残っていないことを指揃

したかったのである。

苗場山ブナ天然更新試験地はスキー場に近接してい

る。試験地設定当時は周囲にブナ天然林がたくさんあ

った。その多くは皆伐され，雪睡|には不適なカラマツ

が植林されて不成績造林地となっていたが，レジヤー

ブームに乗ってスキー場に変わってしまった。設定当

時からスキー場に解放することを要求されていた，い

わくつきの試験地でもある。

最近の林業・森林の役割は多様化し，保健休獲に利

用されるものも多い。しかし，森林の役割はそれ以k

に環境保全，木材生産の場としての役制も一屈商くな

っているのである。もしここで，このかけがえのない

ブナ天然更新試験地がその役割を終えたとしてスキー

場になってしまったら，これから得られる中期のブナ

林の生育過程は，どこで研究・観察されればよいとい

うのだろうか。

戦中戦後においても，拡大造林などによって掛亜な

休業技術No.6421995.9

記録を生産する試験地がいとも無造作に廃棄され，設

定初期のデータのみが残されている。言うまでもなく，

森林の一生は300年近いオーダーであり，その一生を

正確に記録して初めて，私たちの生活に必要な森林の

維持管理の情報が得られるのである。

吉田義季が大正年間，今から考えれば十分な天然林

があったと思われる時代に，すでに森林研究のできる

場所がなくなっていると述べていることを思い，今残

されている貴重な試験地の継続調査のシステムを，親

分的方法ではなく，組織として維持できるような検討

が必要であろう。もし森林が我々の生活に必要である

とするならば。

3．おわりに

徳川義親の「木曽山」には，江戸時代に観察された

木曽ヒノキの更新，植生還移の過程ｶ述べられている。

また秋田藩，土佐藩など山林県では，今日でも通用す

る番繰り山などのいわゆる択伐林施業を行っていた。

不便な時代に全山を踏査し，順番に伐採を続けること

で保続的な経営を行えることを理解していた。山を観

察することがその目を養っていたのであろう。モデル

的な法正林を設定し，それに机上で近づけることが林

業とされた（寺崎渡，1949)明治期の特別経営時代を

経て，天然林汎行時代の自然感，拡大造林の思想，再

Ufl;I然i鍍ともいえる多様な森林造成の時代と，わず

か100年ほどで山造りの姿勢が4回も変わり，その都

陛試験地が設定され，廃lこされてきたことを述べた。

基本的な森林の成り立ちを理解するためには，森林の

||間と広がりの目で見た研究態度が，長期試験研究に

最も大切なことであろう。

引用文献

i'flU義季：原生林二鯵ケル更新状態ノ研究資料I､シテ邦領
樺太南部二鯵ケルー･事実，林学雑誌7，29－
55,1921

寺崎渡：本邦天然生林ノ森林調査法二就テ，林学雑誌
32,36-64,1924

本、静六：北海道天然林ノ更正状態二就テ，林学雑誌33,
12-31,1925

,¥崎渡：森林施業の基盤に基づく北海道の森林施業に関

する私見,73pp帯広林友会,1950
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複層林施業指標林

村田光二

新課題｢複層林施業法」と統合して試験．1．施業指標林設定の経緯等

昭和48年度（1973）高知営林局では，

林地の保全等に配慮した森林施業を行う

必要のある人工林において，非皆伐施業

を行うための合理的な伐採・搬出方法，

更新の方法，および植栽木の成長等につ

いて究明することを|｣的として，技術開

発の新規課題として「林内人工更新法」

を定め，全体計画等を策定しました。

この技術開発全休計画では，開発の期

間、実施する試験・調査項目等が定められ，

一口の中から,最初に松山営林署管内に設定
讃された施業指標林の試験概要等について

むらたこうじ紹介します。

高知営林局なお，この施業指標林は，森林総合研

究所四国支所(当時林業試験場四国支場）

においても，非皆伐人工更新が可能な林

|他1内光条件を解明するとともに，非皆伐人工更新の

'年地力維持効果，下刈省力効果等についても明らか

:;内にすることを目的に，研究課題「スギ非皆伐人工

更新試験」の試験地として試験研究されることに

上等なり，試験設計やそれに基づく各種の調査等は，

)ら高知営林局と連絡調整を図りながら，主として森

林総合研究所四国支所の研究員の皆さんによって

行われました。

2．試験地の概要および施業経過等

(1)試験地の所在

試験地は，愛媛県の中予地方に位置する上浮
おだみやま

穴郡小川'''1.内の小田深山国有林65林班に所在

間，実施する試験・調査項目等が定められ，計画

に沿って，昭和48年度に松III･奈半利，昭和50年

度（1975）に宇和島・宿毛・窪川と5営林署管内

の国有林に6カ所の試験地が設定されました。

その後各試験地は，施業の推進・技術の普及等

を図るため「林内人工更新施業指標林」に定めら

れ，現在に至っています。

これらの試験地では，

①伐採の方法（点状伐採や帯状伐採）

②伐採する本数の割合（30％，50％等）

③樹下に植栽する下水の樹種（スギ，ヒノキ）

④植栽本数(ha当たり1,500～3,000本）

等種々の条件を組み合わせて試験設計を

し，試験を始めました。

その後昭和59年度(1984）になって，林

野庁から森林内容の充実，風致保全機能の

増進，ならびに多様な木材の需要に弾力的

に対応できる森林の造成等を日的とする施

業体系を確立するため，新規技術開発課題

として「複層林施業法」が指示されました。

このため，新たにケヤキ人工林での複層

林造成試験地等を設定するとともに，すで

に実施していた課題「林内人工更新法」は，

＊村田光二

〒780高知市丸の内1-3-30尚知営林局指導普及課
50888(21)2121F0888(20)126.1

写真．lヒノキーヒノキ複層林

窪川営林署管内森ケ内山36林班
昭和50年度下木植栽（平成2年12月撮影）

林業技術No.6.l21995.9
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します。

(2)試験地の設定

試験地は，昭和46年度

（1971)間伐が実施されたス

ギ人工林（明治32年度植

栽，間伐時林齢73年生)に

設定されました。

間伐は，強度間伐区・中

庸度間伐区・弱度間伐区に

3区分して実行され，各間

伐区と隣接の皆伐跡地にス

ギ苗木を植栽し，試験区と

対照区を設定しました。

（図・1）

(3)設定時の試験地の林況等

①面積

弱度間伐区

0.98ha

中庸度間伐区2.43ha

強度間伐区1.70ha

対照区1.00ha

図･1試験区の配謡図

腿篭
岡
廼
甑

同
’「

（注：現在の施業指標林は,弱度間伐

区,中庸度間伐区を主体とする

4.14haとなっています）

②標高800～1,060m平均950m

③方位S～SE

④傾斜約35度

⑤土壌型BD型(適潤性褐色森林土）

⑥上木のha当たり本数，材積

弱度間伐区538本771nf

中庸度間伐区421本673nf

強度間伐区189本366㎡

(4)下木の植栽および保育等

①下木の植栽

植栽年月昭和48年（1973）4月

苗木の樹種スギ普通苗

ha当たり植栽本数3,000本

（各試験区，対照区とも）

②下木の保育（下刈り作業）

下水の育成を図る保育作業として（表）の

曇
■

霧
‐同

写真･2スギースギ複層林の造成

小田深山95林班

昭和48年4月スギ苗木植栽

とおり下刈りが行われました。林内相対照度

の低い試験区ほど~ド刈り|ﾛl数が少なく省力さ

れています。

(5)上木の伐採等

①受光伐(林内相対照度を保持するための伐採）

弱腱間伐区およびLI'脚度間伐区で,80年生

時（1978）と85年生時（1983）に実施。

②盤哩伐（上木をすべて伐採）

林業技術No.6421995.9
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表・下木の保育（下刈作業）

下木の林齢

1年'2年3年'4年5年'6年'7年
区分

弱度間伐区

中庸度間伐区

強度間伐区

対照区間伐区

坪刈

坪刈

全刈

煙刈

１
１
恥
恥
一

全刈

一
一
一
一

１
１
１

｜
轆
封
封

－

全刈

坪刈

１
１

｜
卦
藝

注）一は，ド刈りを簡略。

全刈は，区域内の全体の糀峨木を刈り払い。
坪刈は，雑蛾水の繋茂の耕しい簡所のみ部分的に刈り払い。

強度間伐区で，83年生時（1981）に実施。

③上木の残存状況（92年生時･1990)

弱度間伐区246本/ha578㎡/ha

平均胸高直径48.8cII1

平均樹高32.3m

中席度間伐区205本/ha510㎡/ha

平均胸高直径50.1cm

平均樹高32.6m

3．試験調査等

(1)各種の試験・調査は次の項目等について実施さ

れました。

①光環境調査（下木上部の相対照度の経年変化

等について）

②成長調査（上木・~ド木の樹高，直径の成長等

について）

③一次生産量調査（雑草木の種構成，現存量，

優占度等について）

④上木伐採による下木被害調査

⑤表層土壌の流亡調査

⑥落葉，落枝量調査

これらの調査は,昭和59年度までは毎年調査

項目に適した季節に実施され，以後も経過を観

察しつつ適宜実施されています。

(2)試験地の維持・管理については，主に松山営林

署小IIj鋪二森林事務所（旧小田第二担当区事務

所）において行われています。

山火事防止等のための巡視や歩道の雑草刈払

い等について,llごろから森林事務所の森林官

が注意を払っているところです。

写真･3スギースギ複層林の造成

小田深山95林班
（平成7年7月撮影）

写真･4複層林施業指標林
小田深山95林班全景
（平成7年7月撮影）
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4成果および普及等

(1)当試験地における試験・研究の結果は，森林総

合研究所四国支所で取りまとめられ，多くの成

果が報告されています。

主な研究報告としては次のようなものがあり

ます。

①「小田深山林内更新試験地における林床植生

再生量」（1982年林業試験場研究報告第

323号）

間伐後，林内相対照度は数年間毎年低下する，

林床植生は光環境の違いによって優占種の種構

成が異なり，地上部の現存量は林内相対照度が

低いほど少ない，下刈りの省力，等について報

告されています。

②｢二段林の光環境の経年変化」（1982年
＝

林業試験場研究報告第323号）

間伐後の林内光環境の変動を間伐強度 M

別に表し，また，林内光環境と上木の薬

篭との関係等について報告されてい議す｡i③「上木の伐採による下木被害とその後

の幹曲がり」（1990年第41nn本林

学会関西支部大会誰演集）’‘
i下木植栽後に収稚や光環境改善のため 関

に行われた上木の伐採・搬出による下木 淵

の被害状況,その後の下木の幹lll1がりは,:
被害木に多いこと等が報告されています。

④「短期二段林の上木伐採後における下

木の成長(1992年林業試験場研究報

告第362号）

下木が8年生(樹高2.2m)のときに，上木が

すべて伐採された後の下木成長について，樹高

成長量は3年目から急激に増加し，胸高直径は

1年目から増加すること等が報告されています。

⑤「複層林施業とスギ上木の不定枝」（1993年

森林総合研究所所報No.60)

複層林の上木の材質低下を招く，不定枝の発

生について，間伐強度や枝下高との関係につい

て報告されています。

これらの試験・研究の結果，当初口的とした

非皆伐人工更新における林内の光環境の変化，

林業技術No.6421995.9

写真･5上木伐採後の下木の直径成長

写真･6スギースギ複層林
宇和島営林署管内若山41林班

昭和60年下木植栽（平成元年8月撮影）

‐ド木の成長地力維持効果，下刈りの省力効果等

について明らかになり，複層林施業を進めるう

えで貴重な資料を提供することになりました。

(2)高知営林局では，この試験地を含め各署に設定

された試験地における試験結果等から，昭和63

年（1988）に「複層林施業実施要領」を定めま

した。

要領では，施業実施対象箇所，伐採の方法，更

新の方法等が定められ，スギ大径材生産林，ヒノ

キ普通林，ヒノキ大径材生産林別に複層林施業体

系モデルを示しています（図・2)。

その後，高知営林局では，管内国有林の公益的
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図･2複層林施業体系図スギ大径材生産林（伐期130年）のモデル

注）予備伐・…更新伐に先立って瀞腱調幣のために行う伐採をいう。史新伐…更新(下木植栽)のために行
う伐採をいう。受光伐･･･下水の成腿に必要な林|ﾉ州1対照没を保持するために行う伐採をいう。整理
伐…上木の最終の伐採をいう。

機能の高度発揮が求められる森林において職種的搬出，②下水の更新・保育，③相対照度の経年

に複層林施業が行われています。変化，④1<木の成長等について，複層林施業を

(3)各署の試験地の試験･研究結果は，平成2年12実施する際の参考書として，現在高知営林局管

月に発行された平成元年度尚知営林局技術|刑発内10カ所に設定されている各地の｢複層林施業

課題完了報告書にまとめられ，①上木の伐採．指標林」とともに，広く利用されています。

【｢特集長期試験地等の設計･運営･成果3（最終l'ji)」は11月号での掲斌となります｡】

＊第35回治山研究発表会が10月25，261－|にu本部市センター（東京都千代田区平河町2-4-1）で開催されま

す．自由テーマのほか，指定テーマは「火山地域における治山対策」r都市周辺における治山対策｣です。26
日11時～12時には，名大の末田達彦氏によるr氷の下の森林」と題する講演があります。主催＝治山研究会
（林野庁治山課内)。また，同会場にて治1.11研究発表会閉会式後の261-114時～17時半に，第33回治山シン
ポジウムが開催されます。テーマは｢地震による山地災害とその対策｣で，北大･新谷融氏，林野庁指導部・
菊池章氏の座長により，三重大･川邉洋氏，函館営林支局･武沢捷雄氏，兵庫県･峯田英紀氏，神奈川県・
小沢操氏の4氏による話題提供が予定されています。主催＝治l.ll懇話会（林野庁治山課内)。

＊第2回NACS-J自然保護連続セミナーr森を巡る人と自然の3週」が開催されます。第1週10月3日は
「小さな宇宙，森という生態系にくらす生物｣石井実誰師，第2週同17日は｢森と生きる人の暮らし」中川
重年講師，第3週同24日は「今，森は生きているか」大沢雅彦講師です。問合せは，日本自然保護協会･連
続セミナー係まで盆03-3265-0528。

霧
灘
灘
灘
鍵

林業技術No.6421995.9
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(11)一グライ土壌群の分布

ロスギ正角材の収縮および割れ挙

動

口木材の寸法安定性向上技術の開

発(1)－フェノール樹脂処理を

施した県産スギ材の寸法安定性

聯
揃
薪

［

★ここに紹介する資料は市販されていない
ものです。必要な方は発行所へお問い合
わせくださるようお願いいたします。

防除に関する砂防学的研究

研究報告No.8

平成6年12月

富山県林業技術センター

口雪食崩壊の緑化に関する研究

(第1報）一稚樹の活着に関する

問題点

ロ富山県二次林の主要樹種の資源

量（第1報）－推定結果

口東芦見尾根に発生したスギ実生

の消長

ロスギの梢端折れについて－発

生の一事例

口本邦産カラマツ水抽出物の食用

きのこ菌糸体成長に及ぼす影響

口氷見市小滝地内に成立するヒノ

キ壮齢林に関する調査

ロ富山県における在来工法住宅の

木材使用実態調査

ロシベリア産エゾマツ正角材の乾

燥特性（第1報)一異なる含水率

レベルにおける乾燥特性

口樹皮抽出物による天然系接着剤

の製造（第8報)－製造コストの

試算

ロカラマツアラビノガラクタンの

製造（第2報)－シベリア産カラ

マツにおけるアラビノガラクタン

の樹幹内変動

福島県林業試験場研究報告

第27号

平成7年3月

福島県林業試験場

口複層林の造成管理技術の開発

口森林病虫獣害防除に関する研究

一突発性森林病虫獣害防除

口組織培養による優良個体の増殖

技術の開発一組織培養によるキ

リの優良系統の増殖

口組織培養による優良個体の増殖

技術の開発一組織培養による山

菜の大箪増殖試験

口組織培養による優良個体の増殖

技術の開発一組織培養による林

木の増殖

口特用林産物のウイルスフリー化

技術の確立に関する研究一組織

培養によるワサビのウイルスフリ

ー苗の大量増殖

口食用きのこ害菌抵抗株の選抜

一ナメコ菌のTγ花加血γ"”およ

びHy""7'"菌に対する抵抗性に

関する研究

口細胞融合による食用きのこ優良

個体の作出一食用きのこの細胞

融合に関する研究

口県産材の材質試験一キリ材の

利用試験

口野生きのこ栽培に関する研究

一コナサナギタケの培養及び子

実体の形成について

平成5年度年報No.25

平成7年4月

栃木県林業センター

口緑地帯樹木の維持管理に関する

実態調査

ロマロニエ・ヤシオツツジの組織

培養による増殖の実用化に関する

研究

口稀少樹木等遺伝資源の保存に関

する研究

口有用広葉樹の種苗生産に関する

研究

口有用広葉樹の生理特性に関する

研究

口複層林に関する実態調査

ロヒノキ漏脂病の発生に関与する

要因の解明と被害回避法の開発に

関する調査

口有用広葉樹の病害虫等被害実態

調査及び防除に関する研究

口酸性雨がスギ及びスギ林土壌に

与える影響調査

口酸性雨等森林被害モニタリング

事業

口菌床栽培用きのこの育種と栽靖

技術の改良

口廃菌床の利用に関する研究

口簡易施設による菌床シイタケ栽

培に関する研究

口野生きのこの生態に関する研究

口木柵工（間伐材利用）の耐用年

数の実態調査

口林業経営情報体系化調査

北海道大学農学部演習林研究

報告第52巻第1号

平成7年3月

北海道大学農学部演習林

口樹冠活性の異なるヨーロッパl、

ウヒの年輪構造及び年輪形成

口軟X線デンシトメトリ一によ

るヤチダモ天然木の年輪解析

口火砕流の運動・堆積機構と災害

石川県林業試験場研究報告

No.26

平成7年3月

石川県林業試験場

口石川県における森林土壌の分布

休業技術No.6421995.9
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第41回林業技術コンテスト発表要旨2

,出|同ｉ
ｒ

先月号に引き続き，第41回林業技術コンテス1，

の発表要旨を紹介します｡本号で完結となります。

ａ
中
堀
氏

《
謹
琴
》

＝
ぐ
谷
口
・
古
畑
氏

ｑ
倍
賞
氏

《
俸
斤
奪
扉
〃
餌
・
纂
孝
ユ

ー
ｌ

１
７

し
山
崎
氏

似
國
久
氏

公
佐
藤
氏 ▲鈴木氏。

▼村上・鈴木氏

(閉会の辞）

7

霊
隷
蕊
涛
臺
震
豐
露

治山工事におけ

水質保全対策

る

について

使用資材：浄化材として使用した資材は

iWi,W!名「ビーナスライI､」である。当事

業地では，以前より陪渠材として使用し

てきたが9｢水が浄化できること，目づま

りしないこと」などの効果が実証されて

いるので，今Inl,浄化材として使用した。

実験：汚濁水に混じっている機械油が処

蹴してみた。油の'i!に資材を波け20分

長野営林局駒ケ根営林署

谷口直幸。古畑義隆

理できるか実験してみた。油の'i]に資材を波け20分

後，その資材を取りlllして調べたが，油を吸収してお

らず費材の表而に付蒜しているだけであった。しかし，

資材の表面職は大きく，多くの油を吸消できることが

わかった。

そこで，この資材の油を吸蒋する性質と，水に浮く

性質を利用して水榊の!'』央に，資材を網に詰めたネッ

トライトを浮かべ,l.流より油と水を混ぜ流し，油の

流下を防ぐ‘ことを試みた。その結果，水面を流れる油

は，この資材のところで遮断され，流下を防ぐことが

できた（写真･1)。

3．施工方法

今lulの施工簡所には，鋼製土留l:の施エ計伽iがあっ

たので．これを利用して施工した。

1．はじめに

地すべり防止工事の集水ポーリングエの掘削におい

て，大童の工事用水（使用する大量の水に泥や砂，粘

土，機械油などが混じった汚濁水）が下流に排出され

るが，従来の方法（廻排水による）では水の汚濁防止

には対応が困難である。そこで，土留工と汚濁水浄化

の2つの機能を備えた工法を考案し、施工したところ

一定の成果が得られたので報告する。

2．実験方法

施工地は，小塩地すべり防止区域で（標商800~

1,200m,149ha),主活動区域は斜面長800m,平均

幅400m,面績32ha,すべり面の深さは最深約70

1119年間最大移動量は3mで，地下水が豊富なことが

地すべりの原因となっている。

林業技術N()6421995.9
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(1)構造は，土留工部分と浄化層部分になり，土留工部

分は従来どおり施工し，これに今回考案した浄化層

を設置する。

(2)施工は，鋼製枠を組み立て，その周囲をエキスパン

ドメタル（金網）で囲い，浄化材を詰め込み，上流

面に遮水シートを取り付け完成である（図・1)。

4．浄化装置

(1)上流から流れ込む工事排水は，工事中で毎分約

1,000～3,000@と多量であるので,沈澱槽にいった

んため，流速を和げる。

(2)水の表面に浮いた油は，実験で使用したネットライ

トを使ったオイルフェンスで流下を防止する。

(3)遮水シートを浄化層の背面に，高さ

1.7mまで張り付け，シートの高さ

まで水を滞留させることにより，浄

化層の上部より汚濁水が流れ落ち，

浄化層を通過する距離が長くなり，

獣
麟
醗
蝋
聯
離
職

β、

ノ Ｕ
心
証
？
１
０
が

；

り

戸

墨鷺 L1I

写真･1油の遮断実験

E面図 側面図

エキスパンドメタル12．0(）
卜 ‐

「

浄化効果が高まる。

(4)さらに，沈澱槽ができ，これにより
g 砂や泥等のスライムが沈澱するため，
“

浄化層がより一層目づまりしにくく

なる(図・2)。

(5)浄化後の水と，沈澱槽に流れ込む前

の工事排水を採取して比較してみる

と，浄化前と浄化後では水の透明度

が違うことが証明できた（写真･2)。

謬尹
中詰石平面図

ピーナスライ｜、

’ H
ﾛ■■
ﾛ■■

１
８
０
１
Ⅱ
ｑ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

中詰石

ド赤ト丁で罰一2．20 1
図･1鋼製土留工概造図

平面図

水たれ浄

一
一
一
一
一
一

排水

/1沈殿棚 ｜
↑ I

縦断図

排水
油オ､ツトライ|、ピーナスライト
､ II

中誌
二J

I

｜’

Ｉ
Ｌ
岬 世 浄化された水沈 １

一一さ

スライムノ
遮水シ－1、

図・2浄化施設
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った汚濁水の濁りがとれ，透Iﾘ1腱の問い水になり，

ド流への水環境に与える彩緋を少なくできた。

(2)ビーナスライ|､で作った岬は，｜|づまりせず，水の

透水性が良い。

(3)浄化の材料に，職斌な資材を使川したため，人ﾉJで

運搬，詰め込みが容易で，作業効率や施工性が良い。

6．おわりに

今後の課題として，今Inl,浄化層に使用した鋼製枠

やエキスパンドメタルのような亜餓の亜いものではな

く，より職く施工性の良い洗材を検討し，さらに浄化

能力等経過観察を血ね，より安定した浄化ができるよ

う改良｣:犬が必要である。

民ｲj林禰轆治111事業は，一般住民の日に触れる機会

が多いので，地ﾉCの理解と協力を得て事業を推進して

いる。

現在，環境問題は人きな|卿心事となっており，事業

担当者として環境に配慮することはm1i然なことである

が，今後も治山工事を通じて，環境対策を考え民生安

定のため、治1I1エリ↓に取り組んでいきたい。

I ＃
ｉ
ｆ
催
則
掴

P

■
四
四

１
１

握

写真･2比較(左・浄化前，右・浄化後）

5．総括

浄化施設を考案し施工した結果，次のような成果が

得られた。

(1)ビーナスライトの浄化作用により，泥や粘土の混じ

2．国土保全林として望ましい森林

水源かん養機能には，①洪水の緩和機

能，②渇水の緩和機能，③水質の浄化機

能，という3つのサブ機能があるといわ

れており，このサブ機能のうちどの機能

に砿点を随くかで望ましい森林の姿が異

なると考えられるが，当地方は年降水城

も少なく、また社会喋境の面からも考慮

蕊
臼
毒
総
蕊
嬢
鍾

譲
簔
謹
事
蕊
豊
睡

国土保全林の施業のあり方
一特定の水源地における施業一

北見営林支局留辺蕊営林署

佐藤守夫・我満久志・細谷良吉

1．はじめにすると，上記のサブ機能のうち特に②と③に重点を侭

施業対象地の18号沢流域の国有林は留辺蕊IIII淵根いた森林施薬を同指すべきと考えられる。

湯地区の約800世帯の簡易水道供給源となっており，森林と水の関係については多くの研究があるが，米

水源かん蕊保安林に指定され，国土保全林に分類され陸Iノースカロライナ州のコウイータ森林水文学試験地

ている。したがって，「きれいな水をより多く，しかもの腱期IIIIの調査結果では，①森林施業を行うことによ

1年を通じて安定的に供給すること」をII的とした施り処理した染錨に見合うだけの流l11･雌の墹加があり，

業，すなわち水源かん養機 表・渇水緩和･水質浄化機能を最高度に発揮させるために望ましい森林の姿
能を最高度に発揮させる必

要がある。そこで，平成5

年度から水源地の施業に取

り組んでおり，その結果と

今後の取り組みについて検

討し，さらに国土保全林の

施業のあり方について考察

を行ったので報告する。

森林の具体的な形質；望ましい水文学的条件望ましい森林の姿

|｢A,"A層の充実託土壌の浸透能.貯留能高,広葉樹の混交歩合が高い，物質の分解速度速
|L葉遜少 ｜樹冠遮断量・蒸発散璽少

2深根性．浅恨性樹種が混交一一恨系網発達一一土壌の浸透能貯留能高

3.できるだけ高齢級I成長震小一一蒸発散塑少

4樹冠のうっ閉度が小さい＝疎な状態一一葉墨少 1樹冠遮断量･蒸発散霊少
5沢から山脚部にかけて

30~50mの土壌を撹乱しない－ー 表面流出減一ヨー土壌の浸透能貯留能高
6高さ4m以下の下層植生が発達一一A･層A層の充実一忙総鰐溌虐貯罵能高A層の充実一紅土壌の浸透能･貯留能物質の分解速度速
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施工後

利用できる水を増加させることができること，②樹

種により水の消費量が異なること等が示されている。

また国内での知見からは森林に降った雨水の動きに

ついては，降水量の約半分が蒸発散に消費されてい

ると報告されており，渇水の緩和機能を高めるには

森林による水の消費量をなるべく抑えることが肝要

となる。

そこで，森林の渇水緩和機能と水質浄化機能を最

高度に発揮させるための条件（①樹冠遮断鼓が少な

いこと,②蒸発散量が少ないこと,③土壌の浸透能・

貯留能が高いこと）を有した望ましい森林の姿を考

えてみた（表参照)。

3．森林施業方針

(1)現在までの取り扱い

国土保全林として望ましい姿の森林に誘導するた

めに，

①保安林管理道の作設，②トドマツ人工林の間伐，

③保安林改良事業の実施，④流域内の天然林に対

する林相の改良等を行った。

(2)今後の取り扱い

①流域内の人工林を特定施業森林に指定し，針広

混交複層林へ誘導，②水源地域整備事業の導入，

③トドマツ人工林の間伐の実施，④流域の管理を

目的とした保安林管理の延長等を実施する必要が

ある。

特に人工林の取り扱い：現在の単層林を浅根性樹

種・深根性樹種および針広混交の複層林とし，林地

の浸透能を高めるための拡水法に

よる山腹治山施設を設置し，望ま

しい森林の姿に誘導する（図・1)。桂笠…蝿尋！

図･1針広混交複層林施業の模式図

この場合，2段林を維持するもの

ではなく，森林の蒸発散量をなる

べく抑制するために樹冠の凹凸の

少ない林分を造成すべく，間伐の

繰り返しによりできるだけ高齢級

の森林に誘導する。

特定の水源地の施業管理：以上

のような施業に対し，受益者負担

の道を開く目的として，総体的な

国土保全林（特定の水源地の施業

管理＝町の水道事業管理者との

｢法人の森｣の契約等により受益者

‐施業符理計I卿

国土保全林

(水遊水猟の森林）

｡…法人の蕊

参参争卑●。■。■■●■｡●申◆■■｡◆・●凸●

汐一一一一ﾙー －
収益一

きれいな水をより多 〈

安定的に供給

i水源かん養機能を高

j/LEE茎翌させる施梁
｜国

.…Ww

龍一望 判水通事業管理者’
"p,

と･一体となった森林管理）を織想受益者・・一･･･…･……．．………．．…･……･･･････....…………...:j:….j
している（図・2)。 図･2国土保全林（特定の水源地）の施業管理の概念図

林業技術No.6421995.9

論111轡

ド
有林野事業



29

鍵
蕊
窓
繍
蕊
鍵
篭

蕊
鑿
蕊
議
蕊
震
蕊

．.、，，‘'蛾具をできるだけ少なくすること，調査に
爵ii削《

詮聯‘篭手間と時間がかからないこと,および調
,i:'、街結果の集計作業を簡単に行うことを主
":i;"# ｜限に瞬いて，以下の方法を用いて簡易調

査を行うことで検討することとした。

等:“(1)現地のプロットは20m×20mとし，
"":l 単位プロット面積を約004haとする。
卓・韓‘

一目測で胸高直径を判定することが可

能な限界であるが，これ以下の而穣では一つの林

分のまとまりとして柿らえるには小さすぎると考

え，この而穣とした。

(2)立木の胸高直径の判定は目測で行い，径級階層別の

針広別本数をカウントする。

(3)各径級階に平均的な単材積を与え，これを基に材積

を算出する。

－(2)および(3)については，調査の簡素化と必要器具

の小城化の観点から採用することとした。なお，

胸高直径の判定は目測で行うこととしているが，

このために胸間直径の区分階屈を10cnlごとにし

ており，この階層ごとに平均単材穣を決定する方

法を採用している。

(4)集計にはパソコンを利用し，集計業務の簡素化を図

る。

－集計ミスを可能な限り少なくすること，および計

算が複雑になる部分があるので，当局管内で一般

的に使用されている表計算ソフトの「ロータス1

23」でマクロを組んで，入力操作を簡単に行え

るようにし，時間および労力を削減することとし

た。

4．簡易調査法の検証

上記の方法で調査を行い，併せて結果を比較検証す

るために，従来の2方法について同一箇所で行った結

果は表・2のとおりである。

なお．調査地は当局恵庭営林署管内の天然林である。

林分概要を把握するための
簡易調査法について

中堀 等北海道営林局計画課

1．はじめに

現在，当局では天然林のデータ収集に標準地調査法

または簡易ビッターリッヒ法を用いているが，これら

の調査方法はそれぞれ長短があり，必要に応じて使い

分けしている。そこで，これらの調査方法の利便性と

特質を考慮して，各種業務で特に必要とされることの

多い個別の森林の蓄積および各径級階層別の本数・材

積を簡単に調査・集計する方法について考察したので

報告する。

2．従来の調査方法とその長所および短所

標準地調査法：個々の林分について，その標準的な

箇所に一定程度のプロットを設定し，そのプロッi､内

の林木を全数調査する方法である。

簡易ビッターリッヒ法：ビッターリッヒ法をその使

用器具および調査方法について簡単にしたものである。

2cln幅のスリット板をひもに下げ，その長さをtlから

50cmになるように調整し，それを用いて周囲を視準し

た後，カウント本数にその周辺の立木の平均樹高の1／

2を乗じ，さらに断面積定数を乗じてその蓄積を把握

する方法である。なお，カウント方法はスリット板か

らはみ出したものを1，スリット板と同一だったもの

を0.5,それ以外はOとしてカウントし,断面獄定数は

4を用いる。

(計算式）カウント本数×断面積定数×平均樹高／2

3簡易調査法

この方法は，上述の2方法の特質を踏まえ，簡便な

方法で各径級階の本数・材積

を求め，その総和をもって林
表・1

分の本数・材積を把握する方
標準地調査法と簡易ビッターリッヒ法の比較

簡易ビッターリッヒ法法である。

現地調査では，一定面積の

プロット内の径級別本数をカ

ウンI､し，その調査結果から

林分の径級別本数および材積

を求めることを考えた。

その結果，調査時点での器

標準地調査法

精度が高い

径級階別の林分構成を把握できる

調査が簡単である

蓄積把握の計算手法が簡便である
長所

調査結果からは蓄積しか把握でき

ないので，径級階別の構成がわか

らない

単木データの集積結果を利用する

ため，調査および集計の作業労力

が大きい

短所
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表･2からわかるように，簡易調査法による精度は，

標準地調査の前後10%以内であり,簡易ビッターリッ

ヒ法に比較しても，調査にかかる時間および労力等に

差はないものと考えられる。

5．考察

現地での検証の結果，

①1プロットの調査に要する時間は5分程

によって簡単に検証することがnj能であり，今後の施

業をどのようにすべきかを考えるうえで必要なデータ

を得る作業を，短時間で効率的に行えるようにしたも

のである。

表･2簡易調査法と従来調査法の結果の比較

（単位：本!,m'/ha,%)

度であり，一つの林分に対･して5～10カ

所程度が望ましいが，そのII#間はわずか

である。

②集計作業については、パソコンの利用に

より5プロッ|､程度であれば,5～7分程

度で集計結果を出すことができる。

③欠点は，人径木が多くなるほど単水当た

りの材積の差が大きくなることおよび径

級が大きくなるほど|と|測による従級判定

が附難になることである。したがって，

大径木主体の林分では他の方法との併川

が望ましい。

今I団検討した簡易調査法は，伐採等によ

る林分内容の変化をその都腱調査すること

No 林小班 調査方法本数．比率 材槙｜比率

０
６
今
ｑ
■
も
今
５
０
り
り
卜
中
１
日
９
日
９

２
８
－
９

７
４
６

６
６
６

220.221

238.921

199.331

228.141

標準地調萱（毎木）

闇易調萱

簡易ビッターリッヒ

毎木簡易

100

96

100

100

108

91

104

227い1

標準地調査（毎木）

簡易調査

箇易ビッターリッヒ

雷木簡易

6001

5851

6071

100

98

101

321.271

310.401

302421

327581

100

97

94

102

n

と 262い

標準地調査（毎木）

闇易調萱

簡易ビツターリッヒ

密木簡易

７
４
－
５

７
３
７

８
８
８

100

95

100

162.771

171.06’

160631

175.301

100

105

99

108

ハ

． 249い

注)表中の毎木簡易とは、羅木調査のデータを簡易測査の算III式で#l･鰍したも

のである．また，比率は標準地洲議の結果を100とした場合の値である。

函
圏
本
繍
業
績
鍾

認
衾
謹
事
長
震
窪

純ではない。それは，

(1)外的要因(IIIi格の低迷と原木価格を

中心とする経徴の上昇）だけで，近

年の急激な生産減少を理由づけるこ

とはできない。

(2)|ﾉj的要I*I(生産者の商齢化と後継者

難による生産荷の減少，中山間地域

での複合経営小規模生潅擶の脱落，

シイタケ生産に対する今後の

普及指導活動の方向

山崎信明群馬県沼田林業事務所

1．はじめに

本県のシイタケ生産を巡る状況は,Iﾉ1部的には

生産宥数の減少や尚肺化，原木の不足など，外部

的には新興應地の台頭，特に近年では中隆l雌輸入

シイタケの急激な墹力llなど大変難しい状況を迎え

ており，現在大きな岻換期にさしかかっている。

今同は，特に近年生産蛾が墹加している閑床に

よる栽端〃法とのかかわりにテーマを絞り，転換

期を迎えているシイタケ生藤に対する今後の普及

活動の方向について考察したので報杵する。

2．シイタケ栽培方法

原水栽培と菌床栽驍について，その現状ならび

に栽培方法を述べる。

原木栽培：大幅に生産城が減少しているが，蝋

10()0

分
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昭 和616324

62元35

図･1利根沼田地方のシイタケ牛産最の推移

fi
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ある。「時代の流れだから」といった，なし崩し的な

方針で菌床栽培の普及を行うのではなく,正面から

取り組み今後のシイタケ生産のビジョンを生産者に

示していくことが重要である。

(2)栽培方法を見るに，栽培者の手間がかかる方向ほど

所得率が高く，その反対方向ほど所得率が低くなっ

ている。しかし，軽労働化というのが近年の生産者

の大きな指向であるとすれば，所得との関係でそれ

をどの程腱でかなえられるかを，個々の生産者に応

じて考えていく必要がある。今後は原木から菌床栽

培まで生産形態の選択の幅が広がったことになるの

で，各生産者に適合した生産形態を普及していくこ

とができる。

(3)i¥i床栽培は専業化，大規模生産は難しいので，軽作

業である特徴を生かし，第2種兼業者による栽培や

近年大打撃を受けた養蚕施設の有効利用など複合経

営が考えられる。当然，菌床と原木両方のシイタケ

複合経営による専業化も視野に入れる必要がある。

(4)最後に，菌床栽培の場合に，生産者が意欲的で自立

した産地を形成していくためには，菌床の購入とい

うメーカーの完全支配の下で生産を行うのではなく，

菌床を生産する拠点の整附を図り，並行して生産技

術を向上させるための普及活動を行うことが重要な

ポイントとなる。

上述のように，シイタケ栽培の現状は厳しいが，今

後も引き続き1|!山間地域の重要な作目として，その位

臘を担っていかなければならない。その方向の一つと

して繭床栽培を定若させていく非常に重要な時期にあ

り，現在，普及指導活動の重要性が問われている。

収益性の悪化等）が主たるもので，栽培方法自体

の持つ特質，特に栽培が重労働であるということ

がその最も大きな要因と思われる。

菌床栽培：近年，生産謎が増加しているが，その栽

培方法にはいくつかの方式がある。ポイン|､を棚単に

紹介すると，

(1)菌床を自家製造をするもの，職入するもの，ある

いは菌床を支給されて生産の委託を受けるもの。

(2)菌床の大きさ，形状が円筒状をしたもの，ブロッ

ク型のもの，それぞれ重爺はlkg程度から2．5kg

程度まで。

（3賠養,発生などを自然環境下で行うもの，人_l:(空

調設備を用いた）環境下で行うもの（埼養，発生

一方のものもある)。

（4廃生操作を浸水によるものと散水によるもの。

主なこの4つの条件の組み合わせとなっている。

原木栽培と菌床栽培の売り上げに対する農家所得の

割合を見るに(図・2)，現在のところ繭床栽培が真の意

味での「技術革新」を達成しているのではなく，つま

り原木栽培よりも，低コストではないことがわかる。

ただし，菌床栽培の持つ大きな特徴は，原木栽培が達

成できていないレベルの軽作業化を実現していること

である。

3．今後の普及指導活動の方向

原木栽培と菌床栽培の双方で相互に補完しあう関係

を作っていくことが，中III間地域の膿林家所得の確保

に最も良い方向であると思う。そのためには，

(1)原木シイタケ生産者が菌床栽啼を敵視する「菌床ア

レルギー」ともいうべき現象の解消に努める必要が
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図･2シイタケ栽培における所得割合
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クマゲラの生息環境調査

函館営林支局黒松内営林署

村上卓也。鈴木良治

北海道道南地方においては，危急種に指定されてい

るクマゲラの生態やその生息環境が明らかになってい

ない。当署では，クマゲラの生息環境を明らかにし，

今後の施業管理の基礎資料とするために，管内歌才ブ

ナ林(92ha)におけるクマケラ生息環境調査を行った。

調査は，営巣木やねぐら木の選木，これら営巣木周

辺の立木密度，採餌痕の確認，巣穴木と地形との関係

等について，平成6年2月から7年1月にかけて実施

した。

(1)巣穴木は11本を確認した｡巣穴木周辺の立木密度を

見ると，巣穴前方のプロット内の立木密度が少ない

ものがあり，また，巣穴木は11本中10本がブナで，

巣穴の高さが4～15mとやや低い位置にある。これ

は，歌才ブナ林には中・小径木が少なく森林の下層

部の見通しが比較的良いことに関係していると考え

鹿の食害による樹木被害の
状況調査について

帯広営林支局帯広営擢

鈴木治・佐藤久

エゾシカは，一時期は壊滅の危機にあったが，その

後保護対策が取られしだいにその数を増し，近ごろで

は農作物や樹木の被害が増大するに至った。平成5年，

当署管|ﾉ1の然別地区において食皮の害が見られ，被害

状況を調査した。その結果を要約すると，

(1)エゾシカの生息条件は，冬期の餌となるササがある

こと,積雪が少ないこと,針葉樹林が多く冬期の隠れ

場所があること，標高が低いこと等がいわれている。

(2)天然林2カ所，植栽箇所1カ所(各プロット10mx

10m)について，毎木につき樹種別，径級別に食害

調査を行った。

(3)エゾシカの樹種別嗜好を推定するに，嗜好性の強い

樹種はアオダモ，ニレ．ヤナギ，ヤチダモであり，

これらは冬期の重要な餌木と考えられる。

休業技術No6421995－9

られる。

(2)クマゲラは，営巣場所として見通しのよい所の大径

木で，枝~F高がi高く，樹幹が通直，樹皮が滑らかな

樹木を選択するといわれていることが認められた。

(3)巣口については，営巣木は1本に1カ所，ねぐら木

は1本に1カ所から複数作るといわれ，同じ営巣木

やねぐら木を継続して使う習‘性があるといわれてい

る。今岡確認された巣穴についても，営巣やねぐら

に使われたものがあると考えられるが，さらに観察

を続ける必要がある。

(4)歌才ブナ林は緩傾斜地が多く，クマゲラの営巣可能

なブナの大径木も多く，採餌木となる枯損木等も見

られる。この歌才ブナ林とクマゲラの行動圏との関

係，クマゲラの繁殖についての位置づけなどは今後

の課題と考えている。

(5)調査期間中に，クマゲラはオス，メスともに目繋さ

れており，ドラミング，鳴き声も頻繁に確認してい

るが，こうした生息環境の保全に配慮した森林の施

業祷理を検討し，黒松内町ブナセンターの活動に協

力して，クマゲラの生息環境としての森林の重要性

の普及啓蒙に努めていきたいと考えている。

(4)シナ，イタヤもプロット外で食害(I嗜好性がある）

が見られたが，トドマツについては植栽木の一部に

食害があったが，近くに嗜好性のある広葉樹があれ

ば食害されないと考えられる。

(5)全く食害のなかったのはハンノキであった。プロッ

ト外の林道沿線にあったヤナギとカンパの混生林で

はカンパに被害はなく，ヤナギは食害にあっている。

(6)径級別食害では，2～4cI11(94%),6～8cnl(85

％)，10～12cIn(95%),14～16cm(32%),18～20

cln(25%),38～40cm(0%)となっており,12cnl

を境に極端に食害が減少していることから,13cm前

後を境とした小径木が食害にあうことがわかった。

(7)森林形成で重要な，次代を担う小・中径木に食害が

出ることは，今後森林経営において検討を要する問

題である。

(8)平成5年は特に食害が目についたが（例年にない大

雪のため麓に下りてきたエゾシカが多い),年々エゾ

シカが増加しており，被害の増大が予想される。

(91食害と枯死の関係ははっきりしないが（調査が落葉

後であったので)，幹が環状に食害されたニレ，ヤナ

ギに枯死が確認された。
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ポット内径15叩・高さ15帥｜ポット内径15d11･高さ30dn

ポット苗を使用した石礫地の
緑化

高知営林局魚梁瀬営林署

國久康之

市販の土

市販の土十粒状の木炭

市販の土十パーク鯉g

隣接林地の土

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

一
一
一
一
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１
１
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市販の土

市販の土十粒状の木炭

市販の土十パーク鐵凹

隣接林地の土
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一
一
一
一

２
２
２
２

％,広葉樹が53％であったが，6年度は針葉樹が29

％，広葉樹が14％であった。

(4)石礫地においてもポットによる土壌確保により，木

本類の植栽も可能であることが確かめられた。

(5)ポットの種類別では，保水剤として木炭を用いたB

タイプと，隣接林地の土を用いたDタイプの活着が

良く，また，ポットが深いほうが活着が良いことが

認められた。なお，2年を経過したポットの状態は，

原型を保ち土も残っており，耐久性がある。

(6)木本類の導入・育成に成功すれば，山腹面の水分条

件等局所気候も変わり下層植生力釘侵入しやすくなり，

山腹石礫地の緑化が図られると考える。

(7)今回の試験は，前・高知営林局治山課長の前田氏が

考案されたポットと客土を使用した植栽工法がベー

スになっているが，今後も石礫地における良い工法

を見いだすべく研究を続けていきたい。

本署管内は，急峻地形と付加体と呼ばれる地質機造

および日本有数の多雨地帯にあるため崩壊地の発生し

やすい条件下にある。植生回復が困難な石礫地につい

て，木本類を導入すべく，ポット苗を使用した植栽工

を試み，二夏を経過したのでその結果を報告する（試

験地：汗谷山国有林59林班の山腹工施工地｡標高600

m)。

(1)市販の段ボールでポットを作成し，土は市販の「花

と野菜の土｣，木炭，パーク堆肥をそれぞれ30％混

合し，それに隣接林地から採取した土を用いた。

(2)針葉樹5種33本，広葉樹10"47本を植栽した。

(3)損傷した16本（崩壊による）を除く64本について，

ポットの種類別活着割合を平成5年10Hと6年11

月に調査した。活着率は，平成5年度はf|･莱樹が75

林業機械の導入を考え，片側200m以内の集材距離

を想定し,8t車の搬入が可能となるようにした。

(4)将来の路網癖度を50m/haとし，全体延長は

15,000m(林道4,500m,作業道10,500m)を計画。

(5)路綱の作設については，環境ならびに利用目的を十

分に考慮し，低コストで安全に機能的に開設するこ

ととした。

(6)全体的に上壌層が深く地質が軟弱であるので，シー

トエ法を大幅に採用，敷砂利の減量と路面を波状に

工夫し，路面に流水を集めない路体とした。横断側

溝にもシ－1､工法を応用し，設置箇所をできるだけ

多くし，流水の分散を図るようにした。

(7)林地保全に配慮して切り取り盛土を最小限にするた

め，地形に順応した線形の工法により（結果的に単

価の引き下げにつながった),作業道6路線5,000m

を幅員3mにして開設,チャーター施工したところ

直接費で7,552円/mで完成することができ,林道

並の構造規格でかなりのコスI､ダウンになった。

(8)当平滝団地は，高性能林業機械の能率的な間伐作業

システムや技術開発推進のフィールドとして，また

高性能林業機械のオペレーターの養成,技能訓練,研

修の場として地域の中に活用されていくことになる。

人工林施業モデル団地の

ff路纒整艤個について
¥Tr;:M":紬営林局阿仁営赫霜
。:1 倍賞富弥

当局の自主開発課題である「路網聰備を通じた間伐

等作業システムの確立」として，スギ人工林の中にモ

デル団地を設定し，路綱盤備を図り，多様な人]:林施

業と効率的な木材生産を行うことのできる作業道の開

設に取り組んできた。

(1)平滝モデル団地(旧早口営林署管内)の林分は全面殿

325haで人工林率は92%,全体が生育旺朧な優良

林分(6～16齢級からなり，50％が8齢級)で，うち

216haを大径材生産群(100年で主伐）として施業。

(2)同団地の既設林道網は11m/haで,間伐の遅れが見

られる。今期施業管理計両では間伐対象林分は192

ha,間伐指定壁は約12,000nfであり，路網計画と併

せて計画期間の前半に多く計画されている。

(3)既設林道3,800mを活用し，伐採年次計画に合わせ

て流域ごとの幹線路を計画した｡林内作業車･I灘性能

林業技術No.6421995.9
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⑬山下池の水源の森(大分県湯布院町）

奥定山溪国有林水源の森北海道札幌市札幌市の水源林で，高密路網によるきめ淵llかな森林施業を実施

亀田川水源の森北海道函館市大正8年より私有林を買収し，函館市の水道水源林として管理
当別水源の森北海道当別町青山ダム上流で，道民の憩いの場として策観を考慮した施業を実施

青垣の山青森県平内町ヒバ，ブナの自生地で，古くは津軽藩の財力として貢献
町民の森青森県田子町地域の8割の水を供給する森林であり，古くから信仰の対象の山

焼石連峰水源の森岩手県胆沢町北上川の源流で，髭重なブナ林を「森林生態系保護地域」として保全
早池峰水源の森岩手県遠野市,大迫町,川井村北上山地の最高雌の水源林でアオモリトドマツ等の原生林が自当

沼ケ森水源の森宮城県栗駒町栗駒ダム上流にあり，戦後の採草地を植林し，水源の森として雛肺
谷山水源の森宮城県村田町村田ダム上流に位置し，公団造糾等実施箇所。県自然理境保全地域
大滝沢国有林秋田県稲川町江戸時代より用水の確保のため伐採を禁止。豊かな勤植物が生息

白神山系水沢川源流の森秋田県峰浜町世界遺産に登録された広大なブナ林を擁し，班かな消流を形成

七滝水源かん養保安林秋田県六郷町戦後の荒廃森林を復活し，「水の日山」として住民の生活を確保
不動沢水源林山形県山形市1l.1形市の水源林として蔵王の雪解け水を蓄え，豊窟な水を供給
月山行人清水の森山形県西川町町の9割の水を供給するブナを主体とした森林で，出羽三111偏仰のIII
水源の森高清水福島県南郷村湿原周辺の広葉樹からなり，古くから簡易水道の水源林として保全
蓋沼水源の森福島県会津高田町浮島のある沼を擁する広菜樹主体の森林で，保健施設等を整備

遠藤ケ滝水源の森福島県大玉町阿武隈川源流で，滝を主体とした溪流と森林が快適な環境を形成

八溝水源の森茨城県大子町県内最高蝉の八溝山の位侭する久慈川の源流森林で，八溝林業を形成
入山・細野水源の森栃木県宇都宮市農業ダム上流の森林で，市の森林公園として保健休養施設を整備
高原山水源の森栃木県塩谷町尚仁沢湧水の源流となる森林で，首都圏の保健休縫の場を提供

七千山水源の森栃木県黒磯市黒磯市の水源林で,100年生の天然広葉樹の育成天然林を実施

桐生川源流林群馬県桐生市快適な溪谷林であるとともに，肥沃な土壌により桐生林業地を形成
赤城水源の森群馬県利根村台風災害復興のカラマツ林で，首都圏の保健休養の場としても利用

奥利根水源の森群馬県水上町首都圏の水ガメ奈良俣ダムの水源林で，教育の場としても整備
日本水の森埼玉県寄居町荒川の支流風布川の源流で，保健文化機能等をもつ創造の森を整備

城峰神の泉水源の森埼玉県神泉村下久保ダム上流で，長伐期の森林等を育成するrlOO年の森づくり」
清和県民の森千葉県君津市昭和49年に開園した森林公園で，腱業・工業ダムの水源林

東京水道水源林東京都奥多摩町，山梨県塩山市，丹波山村，小菅村都水道局がI珊治43年以来I脳入,複府林など
適切な管理を実施

奥多摩町川垂水源林東京都奥多摩町日原溪谷の玄関口にあり，分収育林，間伐等を獄極的に実施
檜原村都民の森水源林東京都桧原村秋川の原流に位徹し，ブナ自然林と整備された人工林により水を供給
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③当別水源の森(北海道当別町）⑳桧原村都民の森水源林(東京都桧原村）

東丹沢県民の森糾I奈川県満川付ケヤキの美林等のほか，ボランティアによる森林雛附等を椛進

横浜市有道志水源かん義林lll梨県道志村大正5年より道志川の|流森林を1l柵入櫛哩し，良獅な水を供給
足柄・桧山水源林ill1奈川ﾘIllfi足柄I1j事務組合により水源確保のため,.'):水を闘取り，分収林等を実施

朝日スーパーラインふるさとの森新潟隈朝｢1村9割をブナが｢Liめる森林で，『棚｢I村郷土の森」として保全

ありみね富山以大山町脳源開発地の森林で「有峰森林計仙i」により，施業を実施

利賀ふれあいの森欝山ﾘIWII慨村150年生の天然林とスギ人工林で村単独事業等により整備を椎進

赤祖父山のブナ林徹山県井II村加賀藩の禁伐の山として継承され明治以降も伐採，開発されることなく保全
小原山水源の森イi川県にI峰村県，村，森林所有将が利用協定を結び．水源かん蕊機能を胸k

宝達山水源の森打川蜘III水III1明治の洪水により荒廃した森林を集落によりrWlll」として幣備

八ケ峰水源の森補井県名ll1庄村若狭湾に流れる南川の源流森林でキャン完笏等の施設を瀧術

九頭竜国民休養の森耐I:県和泉村地域の飲料水を供給する九頭竜川の源泉の森林で，保健施設も整倫

上根来水源の森橘井県小浜市東大寺のrお水送り」の水源林で，薪炭林の伐採跡地を復旧造成

御岳昇仙峡水源の森1I1梨県甲府市甲府市の水源林で，「基金」の創設等により森林の保全を推進
笛吹川水源の森111梨県三富村ブドウ，モモ等の果樹生産地糒への潅概用水および飲料水を供給
小金沢水源の森lll梨県大月111大月市の水源林で「水源保全林」として位置付け，轆附計測を策定
横川山長野堀岡谷IIr薪炭林伐採跡地を復旧整備するとともに，地域住民による管理の推進
千曲川源流の森長野県川上村カラマツの複層林整備等により，レタス等の澗原野菜の水を供給
奥裾花長野県鬼無里村水芭蕉の群生地のブナ林で，水源保全条例，村雛備計画により管理
青少年の森岐阜県伊自良村地域農業に欠かせない水源林であるとともに，森林体験施設等を幣備
馬瀬黒石水源の森岐阜ﾘI蛎瀬村水源かん養雄金等により，地域一体となって幣伽を惟進

大浅柄山水源の森岐阜県八幡町澗沢を公団造林により復活，隣接する美並村の屯典な水源林
天子の森瀞岡鼎撫|:"11ikif3年より施業計画を樹立，ボランティア満勤等により複ﾙ1林群の森林を盤備
天城山水源の森静岡県河津川．禁伐，複屑林等により保全・挫備，ワサビ、等に滑浄な水を供給
函南原生林静|附県i力榊iⅢI瀞政時代からの禁伐施業に蕊づき，ボ'1合による不伐の森条例制定
段戸裏谷原生林受知県投楽III1矢作川，臘川の上流の段戸湖周辺のブナ，モミ，ツガ聯の原生林
愛知県民の森愛知ﾘil鳳来III｣.昭ll初期の過伐,111火事跡地を復I1Iし，県民の森として聰術
西教山水源の森言2噸県大IIIII1村巨木の森づくりを|昔l指す「千歳の森条例」等を制定し，保全
比叡山の森林滋賀隈大沸'irl2()()ｲドの歴史のあるスギを主体とした人工林で，寺により杵哩
上の荘の森滋賀県凹洩ﾉ|:1111'!l『来より上流の森林は水源林として伐採制限。委員会により施梁判当
与保呂水源の森京郁府舞鶴IIj雛鵺I1iの軍用水道の歴史があり，水源林として現稚まで保全・盤備
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〈水源の森百選＞は，昨年12月に林野庁長官が設置した検討委員会(座長：筒jl:辿夫･東京大学名誉教授）

により本年7月にとりまとめられたもので，国民の生活と密接に関係する水源の森林について，その役

割や亜要性また森林の維持管理の必要性等を国民によりいっそう理解してもらうことを、的として選定

されました。選定にあたっては，水道・農業用水等の利用が図られている森林，また水と一体となった

保健休養の場の利用が図られている森林で適切に保全・整備が行われ，水を確保するために地元住民に

よる森林を育てる努力や歴史的な評価力認められている等の優れた特徴がある森林を対象,としています。

〈水源の森百選＞の認定証授与式は，「水の週間」にあたる8月41~1に開催された「森林フォーラム」

(主催：林野庁，森林・III村活性化協議会）において挙行され，会場では写真パネルも展示されました。
編集部
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一

鶏態喜蕊

蕊議懲 蕊
鐸蕊 蕊議難

辰

雲霧露壷雪

⑭函南原生林(静岡県函南町） ⑩与保呂水源の森（京都府舞鶴市）

武地谷水源の森京都府京北町桂川の源流，古くより京北林業地として施業を実施

鞍馬山・責船山京都府京都市水神の貴船神社がある加茂川の源流で，風致等に配慮しつつ水を確保

川久保水源の森大阪府高槻市水無瀬川の源流で，林業振興会の熱心な施業により用水を確保
奥山雨山自然公園大阪府熊取町永楽ダムの水源林で，府民参加による森づくりを推進

音水水源の森兵庫県波賀町たたら製鉄の薪炭林跡地を整備，宍粟スギの天然林等が生育

鶴ケ池の森奈良県室生村江戸時代に築造された溜池の周辺森林で,100年生

護摩壇山自然の森和歌山県龍神村日高川源流の森林，森林公園やハイキングコース等の施設も整備

芦津水辺の森鳥取県智頭町智頭スギのルーツである沖の山スギを擁する溪谷森林
出立山町民の森鳥取県日南町農業用水を供給している森林で，下流のH野市との交流施設を整備

玉峰山水源の森鳥根県仁多町霊峰「玉峰山」を中心とし，もちの木が群生する森林公園

八川水源の森鳥根県横田町地域の農業用水の水源林で，公団造林によりスギ等の人工林を整備

岡山県立森林公園岡山県上斎原村吉井川の上流森林で昭和50年「明治百年記念事業」として開園

毛無山ブナ林岡1l.1県新庄村製鉄用の薪炭林を保全，簡易水道の水源林で天然のスギ，ブナの森林

冠山水源の森広島県吉和村太田川源流の広島市の水源林で，ワサビ田等に清流を供給
比婆山水源の森広島県西城町西城川の源流森林で飲料水等を供給，県民の憩いの場として整備
水源の森木谷山山口県錦町篤林家の適切な森林計画によって轤備，錦川の快適な溪流森林を形成
十種ケ峰水源の森山口県阿東IIIT阿武川源流の簡易水道上流の森林で，良質な水によりワサビ等を栽培

剣山水源の森徳島県東祖谷山村；岨谷川の源流森林で，飲料水，発電等に利用，登山にも最適な森林
鑑山水源の森徳島県海南町清流海部川の源流で，大小の滝と森林が快適な環境を形成

大滝山水源の森香川県塩江IIII高松市に流れる香東川の源流森林で，自然公園として施設等を整備

柏原溪谷香川県綾上町農業用水に利用している溪谷森林で，野外活動施設も整備

今治越智地方水源の森愛媛県玉川町洪水を契機に森機整術を推進，西条市との交流や長伐期施業等を実施
面河水源の森愛媛県面河村石鎚山南麓の県下でも有数な溪谷森林で，森林生態系保護地域

滑床水源の森愛媛県宇和島市代表的な溪谷森林，保誕管理協議会により水源林を管理

吉野川源流の森商知県本川村四国の尾根石鎚山にあり，香川，徳島，高知の上水道を賄う源流森林

四万十川源流の森高知県東津野村土佐藩の留め山で,2()0年生のモミ，ツガ等の森林により清流を形成
滝のある水源の森福岡県浮羽町雄大な三滝を有する溪流森林で，人工林は「基金」により整備
福智山水源林福岡県直方市直方市の水源林で，人工林美を形成

龍門水源・黒髪の森佐賀県西有田町有田川の源流森林で，管理協議会等により自然環境を保全
多良岳水源の森佐賀県太良町貴重な天然林を有する水源林として，町が購入し保全

轟の森林長崎県高来町簡易水道水源林で県内の有数な林業地，シャクナケの群落も自生
推鳴水源の森長崎県美津島町計画的な森林経営により模範林として指定，島の3割の水を供給
菊池渓谷自然休養林熊本県菊池市阿蘇の湧水周辺の水源林で，地域の保全活動により良好な環境を形成
黒岳水源の森大分県庄内町農業等に利用する湧水周辺の森林で，ミヤマキリシマが群生

山下池の水源の森大分県湯布院町原野造林により造成された森林で，企業自ら特別制限林に指定
綾の照葉樹林宮崎県綾町広大な照葉樹を擁する森林で，町条例等により保全・管理
庭田水源の森宮崎県東郷町薪炭林跡地の荒廃地を復旧して，慢性的な水不足を解消

奥十曽風致探勝林鹿児島県大仁I市農業ダム湖の_k流森林，シイ等の溪流原生林で快適な環境を形成
宮之浦岳国有林鹿児島県上屋久町白谷雲水峡といわれ，屋久スギ等の貴重な森林が自生
大川の森沖縄県国頭村沖縄県の重要な水源林で，県民のレクの森として整備
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＃業開顔行三一賃

月9

主催団体／会場／行事内容等

側愛知建築士会・中部経済新聞社／名古屋市中小企業振興会館吹上ホール
(千砿区吹上2-6-3)/!劇内外の建築材料，機器および関連製品を展示。

fl]本111岳写翼協会(303-3634-8030)/東京芸術劇場5階展示ギャラリ
ー／全国のl.I1岳写典愛好家と当山岳写真協会会員の作品を一堂に展示。

ウインターリゾート実行委員会／池袋サンシャインシティ内コンベンショ
ンセンターTOKYO/首都圏在住者を対象に余暇の充実とスキー場なら
びに関連マーケットリサーチ等を目的に相互間の惰報提供を行う総合展。

伽i｣本緑化センター／石垣記念ホール(東京都港区赤坂1-9-13三会堂ビル）
／工場緑化のための研究・経験交流の職函上および緑化優良工場等の顕彰。

㈹凶土緑化推進機柵･滋賀県／お手入れ行事(9.30,滋賀県栗太郡栗東町・
県民の森)，式典(10.1,高島郡今津町),大会テーマrふるさとにきら
めく水とあふれる緑｣，併催行聴：育林技術交流集会（野洲町)，全国緑
の少年Ⅲ活動発表大会（安曇川II｣･)。

行事名 )UIIMl区分

'95建築総合展NAGOYA

全日本山岳写真展

ウインターリゾート'96

愛知

中災

〃

４
５
Ｊ
○

ソ
》
リ
】
，
一

一
一
一

０
０
２

２
２
２

９
９
９

第14回工場緑化推進全llil
大会

第19同全国青樹祭

Ｑ
Ｊ
Ｕ
Ｏ
》

25
㈹－17：側）

30～1().1

〃

全 国

10月

に雌団体／会場／行事内容等行リjド：名 IUillll区分

"l2kll国際木材機械加工セミナー組織委員会(a075-753-6242)/コープ
イン京部（京都'li'l'京区柳馬場蛸薬師上ル盃075-256-6600)/各国の研究
荷と技術櫛，学界と業界が木材加工に関する最新の技術情報を交換する。

㈱余I]il木エ機械工業会・中部木工機械工業会／ポートメッセなどや（名古
jfi'lim際展示場・名古瞳市港区金城ふ頭2-2)/内外の優秀な木工機械・製
材機械・合板機械および関連製品,原材料等を一堂に展示・紹介し,木材加
エ雌業における生藤設伽の合理化を|剃り，生産性の向上に資するとともに
l脇取引の促進と鷲易の振興に貢献し，木材加工機械産業の発展に寄与する。

帥l剛職宅振典協縦会･静岡新|珊祉･SBSI聯岡放送（事務局静岡県都市住
宅部住宅課内a()54-221-3084)/静岡産業館(静岡市曲金3-1-10)/蝋考え
よう安全とやすらぎ'′をテーマに住宅に関する総合的な展示。

(II)IJil上緑化惟進機榊公03-3262-8451/訪問先：フィンランド，ドイツ，イ
ギリス／撚林の畷境ill造や保健・休鑛，文化・教育的利川と持続的経営の
共存，また'li"FII体のボランティア活動面において先進的な3カ国を訪問
し，その活動状況等を視察研究しわが国における諸活動実践の参考とする。

(M)II本維営協会／科学技術館l～11号(T代田区北の丸公園2-1)テーマ：
新･学校(illllt紀一未来環境は「知性」と「感性｣、そして「心」のために／
入場無料。

凶雌材他宅推進協会（大阪巾淀川区寓原3-3-11新大阪プラザ202a06-
395-3332)／メルパルクホール(同4-2-1)／日本の林業と国産材,世界の森
林の現状を考え．費源の打効利用，森林の持続可能な開発実現への認識を
深めることをII的として益金を森林との共存を願い「緑と水の森林基金」
に寄付する／入場料4.0001ﾘ。

11本ネイチャーゲーム協会（東京都世III谷区松原2-42-14明大前高山ビル
"03-5376-2733)全国擶地の公卿，緑地，森林など80会場／全国各地の地
域に肱む親子や家族連れが，身近な公園や緑地あるいは森林で全国一斉に
ネイチャーゲームを通して自然とのふれあいの場を持つ／参加対象…家族
巡れ･大人・子供（小学生以上なら．子供のみも可)，参加費用･･･大人（薇
校生以上)300111,子供200円。

fll本竹産業連合会・稲岡県・北九州Ili･福岡県特用林産振興会／九州厚
生年金会館（北ﾉL州市小倉北区)／全国の竹関係者が一堂に会し，情報交
換，技術の交流を行い多様な分野での竹の普及，竹産業の振興を図る°

㈹林木育祁協会／現地視察：寓崎県妖肥林業地,室内セミナー：宮崎市｢シ
ーガイヤ｣／林水育稲事業推進のためのセミナー：現地視察，基調講演等，
テーマ；「クローナルフオレストリー」－21世紀の新たなクローン林業を
II指して。

愛知鼎･全勵ll村振興述盟愛知県支部･IIII7新聞社/NHK名古屋放送セン
タービル1,2階および6階／三河山間地域14町村の紹介，各睡イベン
ト，民芸品・工芸品の製作実演および体験，特産品の展示即売，あいちの
111村写典コンテスト入賞街表彰および人賞作品展示，就業相談会等。

郷|製ﾘq四隙木卿機械加工'102~‘
第1:
イン

荷と

㈹全
jfi'li

材職
工箙
I郷Ⅸ

帥l附
宅部
よう

(II)IJil

ギリ
共存
し、

一
球

愛知|溌回名古"IIII曝木]擁|洲洲Ⅲ

膨職il臨鰯，卿輔3"m'||I鮪II1I"

央|囎騨辮灘の森林つく'10｣'~2’
巾

魅力ある秘難総合ﾌｪｱ|朏鯏,”‘95

〃

人は森を救えるか
(第2回森のチャリティー
コンサートと識淡の夕べ）

大阪
１０靴Ｐ■

。
Ｕ
■
▼

９
口
Ｆ
４

ｓ

■

ヴ

ロ

ヨ
リ
タ
凸｝

’
鼎
０
５
も
Ⅱ
〃

１
１■Ｇ

１
０
〃
【
〃
６

１
１
１
Ｉ

全国第4向・全刷一斉
親子で楽しむネイチャーケ
ーム大会

1().15
(10：00～12：乳0）

福岡’第36同全陸I竹の大会10.18～20

宮崎|筆2回林木遺伝育磁ｾﾐー 1026~27

愛知’第17回あいちの1I1付鵬10.27～29
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い
硫
化
ア
リ
ル
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
に
は
イ

ラ
イ
ラ
を
除
い
て
活
力
を
取
り
戻
す
働
き
が
あ
り
、

努
り
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
ら
玉
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り
の
ブ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
も
よ
く
な
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

の
特
に
必
要
な
育
ち
盛
り
の
子
や
老
年
の
方
に
は
、

お
あ
つ
ら
え
向
き
。

「
ビ
ー
ル
を
飲
む

と
き
は
枝
豆
」

枝
豆
は
ビ
ー
ル

の
お
つ
ま
み
と
し

て
人
気
が
高
い
で

す
が
、
そ
れ
に
は

ち
ゃ
ん
と
し
た
ワ

ケ
が
あ
る
の
で
す
。

枝
豆
に
は
ア
ル
コ

夕
汁
や
、
ブ
タ
肉

の
玉
ネ
ギ
い
た
め

な
ど
が
よ
い
で
し

し
小
、
『
ノ
０

「
ガ
ン
の
予
防
に
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
」

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
に
は
、
大
根
や
カ
ブ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ワ
サ
ビ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含
有

量
が
多
い
た
め
に
、
抗
ガ
ン
作
用
の
高
い
野
菜
と
し

て
そ
の
評
価
を
高
め
て
い
ま
す
。
細
胞
を
酸
化
さ
せ

る
活
性
酸
素
の
毒
性
を
消
す
効
果
で
も
知
ら
れ
、
大

根
や
ワ
サ
ビ
の
辛
味
成
分
は
抗
酸
化
作
用
や
抗
菌
作

用
が
強
く
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
甘
い
も
の
好
き
な
人
に
は
ビ
タ
ミ
ン
己
」

疲
れ
た
と
き
に
甘
い
も
の
が
ほ
し
く
な
る
の
は
、

甘
い
も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
糖
質
は
脂
肪
や
タ
ン
パ

ク
質
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
か
ら
で
、

体
が
要
求
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
糖
質
も

体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
燃
焼
す
る
た
め
に
は
ビ

タ
ミ
ン
恥
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
で
も
、
甘
い

も
の
を
食
べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
ビ
タ
ミ
ン
脳
が
不
足

し
、
肥
満
し
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
が
高
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

－
ル
の
分
解
や
代
謝
を
促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｈ
や
、

肝
臓
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
役
に
立
つ
コ
リ

ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
悪
酔
い
の
防

止
に
た
い
へ
ん
効
果
的
な
の
で
す
。
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日
本
人
は
、
「
食
べ
合
わ
せ
」
の
名
人
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

そ
の
好
例
を
そ
ば
や
湯
豆
腐
な
ど
に
用
い
る
「
薬

味
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
あ
る
食
べ
も
の

に
、
別
の
も
の
を
添
え
た
り
、
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
食
べ
も
の
自
体
の
味
が
引
き
立
つ
だ
け

で
は
な
く
、
栄
養
効
果
も
増
幅
し
、
成
分
の
体
内
利

用
効
率
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

「
食
べ
合
わ
せ
」
は
、
日
本
人
の
知
恵
が
生
ん
だ
「
薬

食
同
源
」
、
あ
る
い
は
「
医
食
同
源
」
の
知
恵
で
あ

り
、
食
の
極
意
な
の
で
す
。

§醗醗溌溌畿溌翰鞍
，畿磯醗轆澱醗

議:醗駿験

懲
悪負醗醗
，醗醗酸
ﾖ職醗酸
3酸醗醗
a磯溌溌
3駿鰯鰯
3醗溌溌

蕊3醗醗鰯'澱溌醗
'醗醗醗
&溌醗磯
3溌溌識
3澱醗磯
'畿職畿
箇溌醗醗醗醗醗醗穀
，殺畿殺畿畿殺醗溌
ﾖ溌醗畿醗醗醗醗駿
，
3
3
3
1
1
1酸溌畿畿溌醗溌溌

「
納
豆
に
ネ
ギ
で
、
元
気
が
つ
く
」

納
豆
と
ネ
ギ
の
味
の
相
性
は
、
き
わ
め
て
よ
い
の

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ネ
ギ
の

シ
ー
ン
と
く
る
成
分
は
、
硫
化
ア
リ
ル
で
、
納
豆
に

「
実
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
は
、
寿
命
を
五
年
延
ば
す
」

大
根
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ネ
ギ
、
玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ

ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
ワ
カ
メ
、
豆
腐
な
ど
、
み
そ
汁
の
実

と
し
て
人
気
の
高
い
も
の
で
す
が
、
野
菜
の
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
み
そ
汁
を
と
り
続
け
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

病
気
で
死
亡
す
る
率
が
低
く
、
予
防
が
ん
学
研
究
所

所
長
の
平
山
雄
先
生
の
ご
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
寿

命
の
差
は
五
年
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

長
生
き
で
き
る
の
は
、
実
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
を
毎

含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
効
果
を
二
倍
に
も
三

倍
に
も
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
が
不
足
す
る
と
疲
労
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、

疲
れ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
納
豆
に
た
っ
ぷ
り
ネ
ギ
を

入
れ
て
食
べ
る
と
、
そ
の
効
果
は
て
き
め
ん
。
頭
の

疲
れ
取
り
に
も
、
役
に
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
汁
三
菜
が
長
寿
の
ヒ
ケ
ッ
」

一
汁
三
菜
は
、
和
食
の
基
本
的
な
献
立
。

一
汁
は
み
そ
汁
、
三
菜
は
主
菜
、
つ
ま
り
メ
ー
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
が
一
品
に
、
副
菜
二
品
の
三
つ
の
お
か

ず
の
組
み
合
わ
せ
で
出
来
て
い
ま
す
。
み
そ
汁
か
ら

は
み
そ
の
成
分
に
、
野
菜
や
海
藻
、
豆
腐
な
ど
の
栄

養
が
と
れ
、
魚
や
肉
が
中
心
と
な
る
主
菜
か
ら
は
タ

ン
パ
ク
質
、
副
菜
は
煮
し
め
や
煮
豆
な
ど
で
す
か
ら
、

こ
れ
ま
た
体
の
老
化
を
防
い
で
若
返
り
に
役
に
立
つ

成
分
が
た
っ
ぷ
り
と
れ
ま
す
。

日
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
運
び
屋
」

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
小
腸
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

率
を
十
倍
以
上
も
高
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
桜
エ

ビ
や
シ
ラ
ス
干
し
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
は
、

シ
イ
タ
ケ
や
レ
バ
ー
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
含
有
量
の
多

い
も
の
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
日
光
に
当
て
る
と
増
え
、
ま

た
体
内
で
も
作
ら
れ
ま
す
。

「
ニ
ン
ジ
ン
カ
ロ
チ
ン
は
若
返
り
食
」

林業技術No.6421995.9



10

ら
に
と
っ
て
致
命
的
だ
。

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
伐
採
や
密

猟
な
ど
で
親
と
生
き
別
れ
に
な
っ
た
子
供
の
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
を
一
時
保
護
し
、
木
登
り
な
ど
の
訓
練
を

さ
せ
て
再
び
森
へ
返
す
活
動
を
し
て
い
る
。
愛
ら
し

い
子
供
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
た
ち
が
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
広
場
の
よ
う
な
所
で
互
い
に
じ
ゃ
れ
合
い
な
が
ら

水
に
よ
じ
登
っ
た
り
、
木
か
ら
木
へ
と
綱
渡
り
を
し

て
い
る
光
景
は
、
一
見
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
か
の
よ

う
だ
が
、
実
は
こ
れ
が
木
登
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

の
だ
。
幼
く
し
て
親
と
い
う
手
本
を
失
っ
た
子
供
た

ち
は
、
木
登
り
の
仕
方
も
餌
の
取
り
方
も
知
ら
な
い
。

う
ま
く
ロ
ー
プ
を
つ
か
め
ず
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
、

高
い
所
を
怖
が
る
子
供
た
ち
に
、
傍
ら
で
ス
タ
ッ
フ

が
声
を
か
け
、
励
ま
し
な
が
ら
練
習
さ
せ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
十
分
ほ
ど
歩
い
て
森
の
奥
に
入
る
と
、

地
上
約
十
脚
の
樹
上
に
設
け
ら
れ
た
給
餌
場
が
あ

樹上の給餌場に集まってくる
オランウータン

る
。
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物
や
ミ
ル
ク
を

持
っ
て
訪
れ
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
二
十
頭
前

後
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
集
ま
っ
て
く
る
。
彼
ら
は
、

過
去
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
木
登
り
訓
練
な
ど
を

受
け
、
森
に
返
さ
れ
た
比
較
的
若
い
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
で
、
と
き
ど
き
こ
う
し
て
餌
を
も
ら
い
な
が
ら
、

森
で
の
生
活
に
徐
々
に
適
応
し
、
や
が
て
は
自
立
し

て
い
く
。

獣
医
の
隊
員
は
、
こ
れ
ら
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
健

康
管
理
や
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
導
教
育
に
熱
心
に
当

た
っ
て
い
た
。
彼
女
の
話
に
よ
る
と
、
当
初
は
、
来

園
者
が
訓
練
中
の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
自
由
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
、
大
変
人
気
を
呼
ん
で
い
た
が
、
人

間
か
ら
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
風
邪
な
ど
の
病
気
が
移

木蓋り特訓中.ノ

リハビリセンターのオランウータンの子供

オランウータンを兇守る来馴省たち

る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
周
囲
の
自
然
も
踏
み
荒
ら

さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
そ
の
後
は
、
来

園
者
用
の
木
道
や
見
学
場
所
を
設
定
し
て
、
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
と
あ
る
程
度
の
距
離
を
置
く
方
式
に
改
め

た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
施
設
内
の
教
育
展
示
館
で
は
、

熱
帯
雨
林
の
動
物
の
生
態
や
森
林
の
重
要
性
を
ビ
デ

オ
で
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
大

勢
の
見
学
者
へ
の
自
然
教
育
に
も
大
変
力
を
注
い
で

い
た
。人

間
と
自
然
と
の
距
離
を
ど
の
程
度
に
保
つ
か
と

い
う
こ
と
は
、
自
然
を
守
る
う
え
で
、
最
も
難
し
い
点

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
自
然
環
境
の
許
容
度
や
動

植
物
の
生
態
等
に
配
慮
し
て
、
そ
の
距
離
を
的
確
に

設
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
人
々
に
自
然
と
触
れ
合
い

な
が
ら
理
解
を
促
し

て
い
く
自
然
教
育
活

動
を
工
夫
す
る
必
要

性
が
、
強
く
感
じ
ら

れ
た
。
サ
バ
州
で
は
、

自
然
観
光
産
業
も
大

変
盛
ん
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

ま
さ
に
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
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一
‐
仙
！
‐
一
ボ
ル
ネ
オ
島
は
、
世
界
的

一
蝿
一
に
も
貴
重
な
、
豊
か
な
熱
帯

一
銅
ｊ
一
雨
林
を
有
し
、
多
様
な
生
物

一
癖
峠
一
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い

》
鰄
鉦
一
る
が
、
こ
の
島
の
北
東
部
マ

ー
銅
岬
一
レ
ー
シ
ア
領
の
サ
バ
州
で
は
、

一
購
淵
一
近
年
、
森
林
伐
採
や
開
発
の

》
ア
』
ｎ
Ｕ
一

一
い
公
一
影
響
で
森
林
が
減
少
し
、
そ

一
十
ノ
勺
善

一
鄙
朱
一
こ
に
棲
息
す
る
生
き
物
た
ち

一
認
逢
一
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

一
‐
，
応
‐
鯉
‐
一
て
い
る
。
そ
の
た
め
国
内
外

か
ら
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ

て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各

地
で
、
動
植
物
保
護
の
た
め

の
取
り
組
み
や
、
人
々
へ
の

自
然
教
育
活
動
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
青
年
海
外
協
力
隊

か
ら
派
遣
さ
れ
、
そ
の
サ
バ

州
に
あ
る
観
光
環
境
開
発
局

キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園
で
、
蝶

園
建
設
に
従
事
し
て
き
た
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
蝶

の
飼
育
・
繁
殖
技
術
を
確
立

さ
せ
て
種
の
保
存
に
役
立
て

る
こ
と
と
、
来
園
者
に
、
蝶

に
親
し
む
こ
と
で
、
自
然
の

こ
と
を
考
え
て
も
ら
お
う
と

い
う
自
然
教
育
活
動
が
、
主

な
目
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
当
時
サ
バ
州
に
は
、

ほ
か
に
も
、
森
林
局
森
林
研

究
所
に
、
森
林
保
護
・
森
林

経
営
・
生
態
調
査
な
ど
の
職

種
の
隊
員
が
、
ま
た
、
野
生

生
物
管
理
局
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
に
は
、
獣
医
の
隊
員
が
入
っ
て
い
た
。
お
互
い
管

轄
も
分
野
も
異
な
る
が
、
共
通
の
課
題
は
、
や
は
り

サ
バ
州
の
貴
重
な
自
然
環
境
と
動
植
物
を
い
か
に
保

護
管
理
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
。
隊
員
同
士
で
、

時
に
は
任
地
を
訪
問
し
合
っ
て
情
報
交
換
を
し
た
り
、

議
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
サ
バ
の
自
然
や
自
然
保
誰
活
動
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
。

特
に
、
私
と
同
期
隊
員
の
女
性
獣
医
が
派
遣
さ
れ

て
い
た
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
自
然
保
護
活
動
で
世
界
的
に
有
名
な
施

設
で
、
私
も
、
ボ
ル
ネ
オ
島
に
滞
在
中
、
幾
度
か
見

学
に
訪
れ
た
。
サ
バ
州
の
東
部
に
位
置
す
る
港
町
サ

ン
ダ
カ
ン
か
ら
、
二
十
キ
ロ
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
た
セ

ビ
ロ
ク
の
森
は
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
区
に
指
定

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
一
角
に
、
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島

の
熱
帯
雨
林
に
棲
息
す
る
代
表
的
な
動
物
で
あ
る
が
、

樹
上
生
活
者
の
彼
ら
は
、
森
林
の
減
少
と
と
も
に
住

み
場
所
を
失
い
、
固
体
数
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
語
で
オ
ラ
ン
は
人
、
ウ
ー

タ
ン
は
森
を
意
味
し
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
は
文
字

ど
お
り
「
森
の
人
」
と
い
う
意
味
、
森
林
破
壊
は
彼
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品を出荷をしているからだと泥試

合の呈，これに終止符をと登場し

たのがJAS。つまりJASは正

殿の寸法表示が義務付けられるこ

とに期待してのことだった。

経緯はともあれ製材もようやく

JASの時代に入り，良貨が悪貨

を駆逐したのか，自然の流れかは

定かでないが，歩切れ品の追放を

実現したことはそれなりに評価さ

れてしかるべきであろう。

だが品質面での表示が，節の有

無，大小といった美観上の要素で

材価を決定づける時代になってJ

ASが敬遠され，多くの業者が勝

手な表示ができる非JAS品に走

ったこともあって，製材の生藤鍬

に占めるJAS品の比率は20%

程度と低迷が続いている。

しかし時は動き，需要の方向も

大きく様変わり，木材に対する期

待も強度，耐久性，粘度そしてそ

れらに大きく影響する含水率など

に移行しつつあり，美観面は主流

から外れて特殊材的に扱われるよ

お診’紗ばち沙『

世の中変わると
木の節も変わる

製材の日本農林規格がこのほど

全面的に改訂されることになるら

しい。

戦後50年，この間,木材を巡る

需要，供給の動向は目まぐるしく

変動してきた。

戦後すぐの時代は日本中の焼野

原で掘っ立て小屋の材料を求めて，

木でさえあればなんでもよく，と

にかく量的な供給第一義，質的な

ものを追い求める余裕なんて全く

なかった時代。その混乱期が過ぎ

ても木材需要は激しい右肩上がり

が続き，それにあおられてか，木

材は空気（歩切れ品）の売買が市

場に横行した時代。そして日本中

が小金持になってきたためか表面

的美観を求めて節が忌み嫌らわれ

る無節崇拝の時代。生活様式の洋

風化に伴って住宅建築様式の主流

が大壁工法となったことにつれ，

いわゆるエンジニアドウッドの著

しい発達にも相まって，強度，耐

久性を第一義に求める今日の時代

に至った。これ，木材規格という

髄から天を,いや木材界50年の移

り変わりを覗いての小生の独断。

製材に日本農林規格が導入され，

JASマークが付された製材品を

市場で見られるようになったのは

昭和40年代も半ば過ぎだったと

記憶する。

このころの製材は，言ってみれ

ば歩切れ品真っ盛り，工場では流

通からの注文でやむを得ずといい，

流通側では工場が最初から歩切れ

q統計庭みる日本の職業，木材(用材)の供給量の推移

％

35

3
》

木材需給量の推移
製材用材、諾率

29－2

自
給
率
調
鵡
蜘

平成6年のわが国の木材(用材）

需要量は，住宅着工戸数の堅調な

推移等を反映し，前年度に比べ

1.0%,105万rn3増加の1"932

万In3となった。この結果，昭和62

年以降，需要鰍は連続8年間，，

億ln3を上回り，平成元年以降,1

億’千万nl3前後で推移している。

木材（用材）供給蕊は，外材が前

年に比べ2．6％に当たる2,7万

m3増加し,8,484万rn3となった。

これに対し，国産材は前年に比べ

4．4％に当たる，,2万m3減少し，

2,448万In3となった。

この結果，用材の自給率は前年

を1．2ポイン1､下回る22．4％と

なり，低下傾向に歯止めがかかつ

25．0

一 理
胴材自給率 ｡～ﾐ$皇豐〃m3

12．000
M､385

】1．21711．116
10.932M).819 ”､82710．628

8.326
R、1178．179

8．132 8.‘18･＄8.哲(i77.52810－00，
外判

０
０
０

０
０
０

０
０
０

＄
６
１

木
材
の
供
給
景

n.593
3‘相7 3.5醜

3も490
3.認1 3割師

3－356

うち
製材用材

■
函3.0593．100

2,800 2．717 2,5“
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

2.448 国媛材

うち
製材"I材

2．000

i,鯛】 1.855 1．802 1.7割1．73 I‘.729 1.脚4

0

63年元年2年3年4年5年6fl

資料：林野庁「木材需給表」
胃
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うになってきている。

こうした実情に即応しての製

材JAS全面改訂であろう。聞

くところによると現行の汎用規

格を完全廃止して，用途別規絡

にするとのこと。

針葉樹の造作用と下地用，そ

れに平成3年に制定した椎造用

の3規格および広葉樹の規格の

4体系。構造用と下地用は描造

材として強度の保障を前面にし,

節はその大小より強度に及ぼす

位置に有無を重視した格付とな

り，節の評仙が大転換されるこ

とになる。

このことは木材に対する今ま

での思想や哲学の転換といって

も過言でないのでは。

それだけに今後の木材需給に

与えるJASの形聯は極めて飯

かつ大であると。

これ買いかぶりが過ぎたかも。

ま，これから2～3年が見も

のと思いますな。

しかし，刃先がノミでは，ス

ギやヒノキのような年il術のきれ

いな加工しやすい針葉樹ならと

もかく，木目のそろわないケヤ

キのような広葉樹には適さない。

スギやヒノキの資源は少なくな

り，ケヤキ等の材を寺院建築に

使用しなければならなくなって

登場してきたのが大鋸と呼ばれ

る二人挽きの大型の竪引鋸（タ

テヒキノコギリ）であった。

この鋸が室町初期に中国から

導入された大鋸（オガ）で，中

世期には最も多く使われる鋸と

なった。この技術革新により大

量の製材が初めて可能となり，

中世末，近世初期の土木建築事

業は画期的な発展を遂げること

となった。

なお，この時期の大規模の土

木・建築事業を可能にしたもう

一つの理由は，山陰，山陽の中

国1I1地から生産される良質の砂

鉄（タタラ)，特にr玉釧」（タ

マハガネ）の発見であった。良

質の鉄が鋸の技術革新を支え，

それが木材の加工を容易にし，

森林の大伐採も可能にしたので

ある。

（筒井辿夫）

先H,千葉県佐倉市にある国

立歴史民俗博物館を訪ねた。昭

和58年に建てられた白い外観

の歴史博物館で，幅広い視野か

ら日本列島に展開された多くの

歴史，文化資料を展示している。

参考になることが多かったが，

その中の一つに大鋸があった。

江戸時代の初め，城づくりや町

づくりのために全国の森林が荒

廃するような大量伐採が行われ

たが，それを技術的に可能にし

たのは何であったかについて私

はかねがね興味を持っていた。

ていない。

しかしながら，濡要の主要部門

を占める製材用材に着目してみる

と，需要鼓が前年に比べ0．3％に

当たる167rm3減少し,5,100万

rn3となっている。これに対する外

材供給戯は，前年度に比べ31万

1n3減少し,3,356万m3となった

が，国産材は，15万In3増大し，

1,744万m3となった。この結果，

製材用材の高給率は，前年を0．4

ポイント上回る34．2％となり,近

年，横ばいで推移している。

このように，製材用材で口給率

が上昇したのは，国Iﾉ1の主要な造

林樹種であるスギ，ヒノキの平成

6年の素材生産鼠が，対前年比，

それぞれ5．0％，2．1％増加した

ことによるものであり，国内人工

林の成熟に伴い，供給力が増大し

ていることをうかがわせる。

それに答えてくれたのが大鋸の

利用であった。

伐採した木の加工道具は，南

北朝末期までは小型の横引き鋸

しか使用されていなかった。鋸

とは，刃先が小刀の原理になっ

ていて木材の繊維を横に切断す

る道具だが，その当時の鋸では

刃先がノミになっていたという

(村松貞二郎｢道具蔓陀羅｣,1976

年，毎I蔦|新聞社，村松氏は初期

の鋸をノコと表示されている)。

板材を作るときは鑿（ノミ）や

換（クサビ）を木月に打ち込ん

で縦に割り,チョウナや槍鉋(ヤ

リカンナ）で整形していた。

I
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今一一一一一一一今》一宇 一ｂ一一一一一一一一一一Ｐ一匹一今Ｐ。

区に流域活性化センターが創設さ

れ，昨年度末までにすべて活性化

基本方針が策定され，課題の実現

に向けて取り組みが進められてい

る。私はいずれも活性化協議会の

メンバーとして方針策定およびそ

の後の取り組みに協力しているが，
自省を込めて「おや，これはなん

だ！」と首をひねっていることも

少なくない。

それは，川上側の関係者の多く

が既往の「林業」概念にとらわれ

ていることに起因して，第1の課

題に十分取り組めていないことで

あり，多様な森林整備が内実を伴

ったものとはなっていない。それ

は進行中の造林,治山,林道,林椛
施策の枠を超えたり，あるいは政

策背景を抜本的に変えるわけには

いかないからでもある。さらには，

官民一体とは提唱しながら，例え

ば丸太販売の一部提携（随意契約
による委託販売，安定供給システ

ムの延長)に留まっており,国有林
経営を取り巻く各種の法的規則の
改善がなされていないし，さらに

5時からセミナー3

流域林業時代の到来(1)

小嶋睦雄の

森林の流域管理システム
明治40年(1907)の森林法の一林の諸機能が発揮される場であり，
部改正で創設された森林計画制度森林整備・林業生産を推進するう

は,数次の改正を経て早くも88年えでの合理的地域範囲である「流

の歴史を重ねた。平成3年(1991）域」を単位として，国有林，民有
の改正では，山村経済のさらなる林を通じて，上下流の連携を図り

弱体化などから林業生産活動が停つつ，森林整備と林業生産の目標

滞している一方で，国民の森林やを明確化し，適切かつ合理的な森

山村に対する期待が高度化し多様林整備が着実に推進される体制と
化しているという認識の下で，1いう。いわゆる流域林業時代が幕
千万haを超える人工林資源の合開けて5年目を迎えた。
理的な活用と天然林資源の適正な制度は二重橘造となっている。
整備を図ることが枢要な課題と位1つは地域森林計画書が同じ計画

置づけられた。そのために，第1区域で民有林と国有林で作成され，
に「緑と水」の源泉である多様な2つには地域森林計画区を｢流域」
森林の整備，第2に国産材時代を単位として流域林業活性化センタ
実現するため，流域を基本的単位一を創設し，そのセンターが流域
として林業生産・加工・流通の条林業活性化基本方針書を作成する
件整備という重要な政策課題を掲ことになった。

げた｡政策当局の説明によると｢森静岡県下では，富士，天竜，静
林の流域管理システム」とは，森岡県中部および伊豆の4つの計画

Ｄ
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６
０
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ｇ
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一一一一一一一一一
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（
編集委員／佐藤常雄・徳永光俊・江藤彰彦

日本農書全集56林業1
の土地の暑さ，寒さ，乾湿の具合，
霜や梅雨の降り具合，風や雨の様
子を観察しその土地のよしあしを

考えながら土に適する木を植え，
試みることで多くの効果のあるこ

とがわかった。その結果はたくさ

んあり，書き留めているうちに秋

もり獄もって一冊の本になった」

と述べている。繁栄をもたらす木

は何か，植樹の心得はどうあらね

ばならぬか，各種植樹秘伝等，森

づくりに試行錯誤したこの著者の

体験を私は子供たちに伝えたいと
思う。

『太山の左知｣も同じである。こ
の本の著者，興野章吾は黒羽藩士
で樹芸家である。彼がスギ，ヒノ

キの植林の仕方や育て方について，
長年にわたり見たり聞いたりした

ことを書き記した本書は，地元だ
けでなく大和国の吉野地方の話や

江戸の染井，巣鴨，三河島の植木

屋から聞いた知識など，広い範囲

ａ
か
畿
壁
翁
公
へ
無
準
畢
嘉
曾
。

一
粋
ｎ
超
２
０
芒
具

▲
公
ら
且
昏
ｅ
ｐ
時
凸
■
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私は今，日本各地の郷土に培わ

れた森づくりの考え方を訪ねて，
実地に見聞したり，古くからの資
料や文献の調査を進めたりしてい

る。というのは，将来のわが国林

政にとって，子供たちの森林理解

を深める森林文化教育は極めて重

要だと考えているからである。
その際，この教育を行うよき教

材として必要なのは，子供たちの
身近にある森づくりの実例や先人

の知識の事例である。その地に古

くから伝えられた口碑や文書，森

を造るために奮闘し努力した事例，

あるいは失敗の末に見いだされた

技術等の遺産は，郷土の森の歴史

を知り，それを巡る森林文化の姿

を理解するうえで最もよい羅針盤
となる。こうした森林文化教育の

素材として「山林雑記｣と｢太山の

左知」の2書は大きな価値がある。
「山林雑記｣の著者の栗谷川仁右

衛門は，盛岡藩の山役人で多年に

わたり森づくりに苦労した人であ

る｡彼はこの本を著した理由を｢若

い時から好んで山を歩き回り，そ
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は現場では,民有林は民有林,国
有林は国有林という意識が依然

として払拭されていない点であ

る。あたかも中央での「自社さ

きがけ｣連立政権と地方での55
年体制の解消が思ったよりも進

んでいないことと同様である。

第2に，地域住民あるいは都

市在住の市民との付き合い方が
残念ながら不得手である。地域

ないし住民との意志獄み上げに

よる行政手法の展開という課題

をいかに克服していくか。下流

域住民の意識が高まっていると

はいえ，行政の姿勢を変えるま
でには至ってはいない。整備保

全コストを拠出する自治体は少

数派である。彼らに多数派を形

成してもらうためには，より一

層の啓蒙普及活動が必須だし，

連携して安全・快適・健康な生
活環境の保全と創造の生態的保

証基盤としての森林の諸機能を

発揮していく仕掛け，それが活

性化センターの役目なのである。
（静岡大学股学部）

|蓮亜圏’睡謡圏
帰省して感じたこと

木の名前当てクイズをしたとこ

ろ「マツかな？」と回答され樗

然としたことがあった。この児

童たちが大きくなったときには

森林・林業に対する理解はどう

なっているのだろうか心配であ

る。

ところで，森林散策会を担当

していたときに，森林の公益的

機能や重要性はよく知られてい

るが，林業はよく理解されてい
ないと感じた｡例えば,「ブナ林

は，すべて原生林であり伐採は

間題。伐採すれば再生しない」

とい識認識の参加者が多かった。

こんなときは，炭焼きのために

ブナを伐採し，その後再生した

ブナ2次林においてブナ林の成
立や施業を説明し理解していた
だいた。も制とも，ブナ林での
説明後に,rどれがブナですか」

と質問され鰐然としたこともあ

った。聞いてみると，マスコミ

報道によりブナの知識はあった

が,ブナを見たことがなく，自然

に再生し立派なブナ林になると

噌品鰯窪駕辮寧
触れる機会を増や玄ごと淡'森
林.林業に対す箔理解を深めて
いただ鳥南‘えで重要と思う岑日
犀鰄謹腸瀞あり，謬瀦めに，わ
が家の子供をきまざまな森林に

蓮瀞で行こうと思っている。
(N)

お盆休みに，東北にある農業

と観光が主産業となっている故

郷に帰省し，懐かしい故郷のさ

まざまな話を聞いた。

その中で，この夏，町内の有

志30数人が富士山に登山した

ことには驚いた｡というのも,町

内の若者たちではなく，私の母

も含めてこれまでほとんど登山

をしたことがなかった50～70

歳の方ばかりで登ったからだ。

近年，全国的にも中高年の方の

登山や森林に対する闘必蟻高い

とは聞いてい薙綴本当だった
と思っ嬉繍思えば，1年ほど前
ま-.鍵胆ていた営林局の森林
散策会や森林講座でも，参加者

』は中高年の方が圧倒的に多く，

若者の参加は少鞍かつた。

では，どうして中高年の方の

関心が高いのだろう。

確かに，時間や経済的な余裕

があること，自然や健康への関

心が高まっていることなどが考

えられるが，それだけだろうか。

私には，こどものころから遊

びや山菜採りぎどを通じで森林

喧繍潔霧鶏舞

灘鍾騨墓－
，霞Z薦鱗生の…，
厳い児童も出てき｡‘
森林教室でスギの枝を見せて，

ｂ
ｒ
ｈ
Ｆ
Ｌ
ｆ
１
ｊ
ｌ
ｊ
６
１
ｊ
■

“
Ｂ
Ｆ
Ｌ
，
ｋ
Ｏ
ｈ
■
’
１
１
１
６
■

I
一一一

の森づくりの伝承技術の姿を教え

てくれる。スギの種の取り方，苗

床の作り方，苗木を山に植える仕
方など，森づくりの方法は詳細で

ある。山の出っ張った場所はスギ
に適さないとか，日の当たる高い

山ならふもとはスギを植え，上の
方はヒノキを植えよ，とか，その

教え方も実践的である。こうした

知識がしだいに伝播していったの

であろう。

以上のように，実践の中から生

まれた知恵の結晶といってもよい

この2つの本が，読みやすく現代
語に訳されて日本農書全集に収載

されたことは，その考え方を伝達
をより容易にするうえで価値が大

きい。私も森林文化教育運動の中
で大いに活用したいと思っている。

本書の出版を感謝したい。

（筒井辿夫／森林文化教育研究会

会長，東大名誉教授）

(この柵は編集委員が担当しています）

『‐‐．．．‐‐．‘‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐.．．‐.．‐‐‐‐‐~.‐‐‐‐‐‐‐..‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐..．・・・‐‐‐‐‐‐‐．‐‐‐.~．．‐‐．‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐~~~~‐‐‐‐.．‐．‘‐‐‐‐1

18月号訂正r動物と植物の相互関係調査地金華山鳥一シカを中心に一」:P.22左：
1段，下から9行目(Takatsukieta1.,1994)→(Takatsukietal..199ql994)|
I以上のように訂正しお詫び申し上げます。
L■■＝凸ロー垂寺一一一一一÷←－．口ヰや一一一一一今一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝-今､や垂缶一一一一一一・・一一守凸==－q■D－争一一毎=~ロロロ画■■一一●や‐一一一●申一■■一色一幸一今
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＊日林協＜山火事予知ポスター＞の図案・標語募集の中止についてのお知らせ･･･先月号でもお知らせいたし
ましたが，当協会が例年製作しておりました「山火事予知ポスター」にかかわる図案・標語の募集につき
ましてば，諸般の事情により中止することにいたしました。また併せてポスターの製作も中止することと
いたしました。これまでの関係各位のご協力・ご愛顧を厚く御礼申し上げます。なお，本件に関するお問
い合わせは当協会事業部（公03-3261-6969）までご連絡ください。
争拙日本林業技術協会支部連合会のお知らせ…本年度も日本林学会支部大会との共催として，当協会各支部
連合大会を開催いたします。研究者と技術者の交流の機会でもあり，ふるってご参加ください。●第44
回日本林学会北海道支部大会(日本林業技術協会北海道支部連合会共催)…11月10日閏，かでる2．7(札
幌市中央区北2条西7丁目）にて。●第47回日本林学会東北支部大会･日本林業技術協会東北奥羽支部
連合大会…8月21日(月)～22日㈹，山形大学教養部（山形市）にて実施。●第47回日本林学会関東支部
大会（日本林業技術協会北関東･南関東支部連合会共催）･･･10月3日㈹～4日蝋山梨大学（甲府市）に
て。●第44回日本林学会中部支部大会（日本林業技術協会信艸|・中部支部連合会共催)･･･10月14日㈱
～15日㈱，信州大学農学部(長野県上伊那郡南箕輪村)にて。●第46回日本林学会関西支部および日本
林業技術協会関西･四国支部連合会合同大会…10月3日㈹－4日㈱，くにびきメッセ（3日)，島根大学農
学部（4日，松江市西川津町）にて。●第51回日本林学会九州支部および日本林業技術協会九州支部連
合会合同大会…10月20日㈱～21日切，長崎ビューホテル（長崎市大浦町2-23）にて。

㈱日本林業技術協会

籍悪殿"蝉蕊編集部雑記…"難"鵜

さざえのつぶやき炎暑の東京を
逃れて三日ばかり東北を旅してきま

した。目的は海岸防潮林の撮影｡高田
松原は，さすがと思わせるたたずま
いで，散策や探鳥の場としても地元

の人々に親まれている様子は，晴間
待ち，風(止み)待ちの間の立話でも
うかがえました。しかし，ここも海水
溢場のご多聞にもれず，夏場はケバ
ケバしい幟が立ち，林の中に隠され
たスピーカーからは，場違いな音

楽？が聞こえてくる始末。どうして
こうなっちゃうの？（毛沢山）

10/4,研修員:Mr.HomMani

BHANDARIほか2名

◎熱帯林管理情報センター関係業
務

8/3,紗本会,シベリア･極東地域
森林・林業協力指針策定調査事業

平成7年度第1回調査委員会。
◎技術開発部関係業務

8/3,鯵本会,森林施業促進情報

システム開発調査平成7年度第1

回調査研究委員会。

8/7,鯵本会,流域別の森林活力
増進指針の設定に関する調査平成

7年度第1回調査委員会。
◎調査研究部関係業務

8/31,鯵本会,オガサワラカワラ

ヒワ希少野生動植物種保護管理対
策調査第1回委員会。

き
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◎海外出張

8/6～25,栗原主任研究員を中国

天然蝋開発試験事業基礎二次調査

のため同国に派遣した。
8/20～29,渡辺理事を熱帯林管
理情報システム事業のためイン

ド，ミャンマー国に派遣した。
8/28～9/16,望月技術開発部次

長,和田課長代理,林課長代理,大
輪職員を熱帯林管理情報システム

整備事業のため,フィリピン国に
派遣した。

◎海外研修員の受入れ

国際協力事業団の依頼により次

のとおり研修員を受け入れた。
①平成7年度森林土壌集団コース

国籍：ブラジルほか6か国,期
間：8/28～9/29,研修員:Mr.

Domingos.S.Macedoほか6

名

②C/P研修流域管理

国籍：ネパール,期間：8/1～

白神山地青森･秋田県境に連なる
白神山地を訪れた｡ここは屋久島とと
もに平成5年｢世界自然遺産｣に登録
された地で,17千haのブナ天然林が
広がる｡カナデイアンロッキー,ガラ
パゴス諸島,グランドキャニオンなど
と仲間入りをしたということで俄然
脚光を浴びているが,登山者の急増に
より,高山植物の踏みつけやゴミ投棄
などの問題が懸念されている｡ここは
ひとつ世界自然遺産に恥じない山の
マナーの実践舞台をつくりあげていっ
てもらいたいものだ。（平成の玉手箱）

編集部受贈図書(敬称略）

ご寄贈ありがとうございました。
『緑化樹木の樹勢回復』,㈹ゴルフ
ァーの緑化促進協力会編,230ペ
ージ,3,800円,博友社(a03-3268

-8271)。
ITOSHIRO岐阜は美濃の

平野を駆け抜け，長良川沿いに郡上
八幡，美濃白鳥と行くと長良川鉄道
の終点北濃に着く。さらに車で支流
の前谷川沿いに北上，やがて桧峠を
越えると，ローマ字で書かれた看板
が11に飛び込んできた。伊東四朗・う
ん，さすがに売れっ子の芸人さんだ。
この辺りに土地を持っているんだと
思いきや，石徹白と書いてイl､シロ

と読む地名の標識だったんすかあ？
驚きましたねえ，どうも。別に驚くこ
ともないか。(111遊亭明朝）

林業技術第642号平成7年9月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会

〒102束京都千代田区六番町7TEL.03(3261)5281(代）
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ゴ
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緑
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ル
フ
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HEXA7~UBE
（ヘキサチューブ）

、

★1本1本にかぶせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

IEXATUBEは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

可

仁志緑化株式会社
〒598大阪府泉佐野市土丸1912番地

TELO724(68)0776FAXO724(67)1724
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測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の妾一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

鐸

｜

Ⅱ

｜

’
検査済み±0｡1%の高精度

r輿はスーパーブラニクスβの側叩タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な恢査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごllf入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー．（－フー βクス（ー ﾀ）スーノ

や外部出力付今
標準タイプ･……

プリンタタイフ

¥160000

￥192．000 ’
｜

’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高1峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
~
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新刊

の 綴惑議
●(社)日本林業技術協会濤集

●森林総合研究所，熱帯農業研

究センター．大学ほか76名によ

る執篭

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.165111）

●(社)日本林業技術協会輻集

●森林総合研究所．熱帯農業研

究センター，大学ほか91名によ

る執筆

●四/六判219ページ

●定価1,200円

（本体1.165I1I)

●(社)日本林業技術協会繧集

，森林総合研究所所員82名によ

る執箪

●四/六判217ページ

◆定価1.010円

（本体981111）

●(社)日本林業技術協会纒集

・森林総合研究所．都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.165111）
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● 蕊拶久
●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，農業環境技

術研究所．農業研究センターほ

か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1030円

（本体1.000lxI）

。(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所，都道府県林

業研究機関，鰻業環境技術研究

所．大学ほか73名による執筆

◆四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1.1651叩）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所,謡殖研究所，

大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1,200円

（本体1.1651111

●(社)日本林業技術協会企画

●中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執箪

◆四/六判176ページ

●定価1.030円

（本体;1.000111)

定
価
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四
五
円
（
会
員
の
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読
料
は
会
費
に
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ま
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て
い
ま
す
）
送
料
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五
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〒114東京都北区堀船2－17－1

B(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538●発行東京書籍株式会社
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